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一
　
書
誌
と
伝
来

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
の
「
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

）
1
（

」
の
う
ち
に
、
同
図
書
館
が
登
録
書
名
を
「
古
鈔
本
方
丈
記
」
と
す
る
『
方
丈
記
』

写
本
一
冊
が
あ
る
（
請
求
記
号 914.42/A

6　

 

資
料ID

 0085104973

）
。
書
誌
事
項
の
概
略
な
ど
は
、
拙
編
『
東
山
中
世
文
学
論
纂
』

（
私
家
版
、
平
26
）
に
も
記
載
し
て
い
る
が
、
お
よ
そ
次
の
通
り
。

　

縦
二
四
・
八
×
横
一
七
・
二
㎝
の
袋
綴
一
冊
。
柿
色
渋
引
表
紙
。
楮
紙
。
表
紙
以
外
全
三
二
丁
（
う
ち
前
遊
紙
・
原
前
表
紙
・
原
後
表

紙
各
一
丁
）
。
外
題
「 

方
黒
川
本

丈
記 

柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
」
（
左
上
貼
付
題
簽
に
墨
書
）
、
内
題
「
加
茂
長
明
無
明
書
」
。
茶
色
原
前
表
紙
の
左
上

題
簽
に
墨
書
「
方
丈
記 

古
写
本
」
（
「
古
写
本
」
は
朱
書
）
、
右
上
に
朱
円
印
「
物
語
」
、
そ
の
左
下
に
朱
書
「
柳
亭
種
彦
校
本
」
。
一
面
八
行
。

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
三
号　

令
和
五
年
九
月
三
十
日

京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
紹
介

― 

柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本 

―

中

前

正

志
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漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
。
全
面
的
に
朱
の
濁
点
や
振
り
仮
名
、
句
切
符
号
、
異
本
注
記
な
ど
あ
り
。
末
尾
に
「
月
影
は
」
歌
あ
り
。
そ
の

あ
と
最
末
尾
に
、
別
筆
に
て
「
幽
居
記 

唯
元
」
を
載
せ
る
（
た
だ
し
、
後
半
部
欠
）
。
本
文
冒
頭
部
に
、
陽
刻
朱
長
方
印
四
種
「
宝
玲
文
庫
」

「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
「
不
羈
斎
／
図
書
記
」
（
秋
山
不
羈
斎
）
、
ま
た
陽
刻
朱
円
印
「
黒
川
真
頼
」
あ
り
。
本
文
末
尾
部
に

は
陽
刻
朱
正
方
印
「
月
明
荘
」
（
反
町
茂
雄
）
が
見
え
る
。

　

黒
川
家
蔵
書
印
が
計
三
種
捺
さ
れ
、
外
題
右
上
に
は
「
黒
川
本
」
と
記
さ
れ
る
が
、
柴
田
光
彦
編
『
黒
川
文
庫
目
録
』
（
日
本
書
誌
学
大

系
86
‐
１
、
青
裳
堂
書
店
、
平
12
）
の
廿
四
「
物
語
」
に
、

　
　

方
丈
記　
古
写
本　
　
　
　
　

〈
柳
亭
種
彦
校
本
〉　
　
　
　

一

と
著
録
さ
れ
て
い
る
（
第
二
七
九
号
）
、
そ
れ
が
、
右
の
通
り
原
前
表
紙
に
朱
書
「
古
写
本
」
「
柳
亭
種
彦
校
本
」
お
よ
び
朱
円
印
「
物
語
」

の
存
す
る
、
右
写
本
に
相
当
す
る
に
違
い
な
い
。
「
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
元
治
元
年
写
本

―
「
聴
雨
大
人
」
林
蓮
阿

校
正
本

―
」
（
『
国
文
論
藻
』
18
、
平
31
）
に
て
取
り
上
げ
た
聴
雨
校
正
本
（
請
求
記
号 914.42/A

6　

 

資
料ID

 0085105058

）
と
合

わ
せ
て
、
「
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
黒
川
文
庫
旧
蔵
の
『
方
丈
記
』
写
本
が
計
二
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

右
写
本
に
は
、
書
誌
事
項
と
し
て
挙
げ
た
通
り
、
黒
川
家
以
外
の
所
蔵
印
「
宝
玲
文
庫
」
「
月
明
荘
」
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
も
対

応
し
て
、
横
山
學
編
『
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
旧
蔵
「
宝
玲
文
庫
」
資
料
集
成
』
第
1
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
29
）
収
載
の
『
資
料
02

（
ノ
ー
ト
・
標
注
令
義
解
）
』
第
1
巻
に
、

　
　

方
丈
記　

柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本 

古
写
本　
　
　
　

一
冊
一
帙

反
町
茂
雄
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
3　

古
典
籍
の
奔
流
横
溢
』
（
平
凡
社　

昭
63
）
が
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
「
下
旬
に
黒
川
家
の
蔵
書
の

一
部
分
を
買
い
ま
し
た
。
…
…
主
要
な
も
の
は
左
の
通
り
で
す
」
と
し
て
二
十
点
列
挙
す
る
（
58
～
60
頁
）
な
か
に
、

　
　

方
丈
記　
元
禄
頃
写　
　
　
　
　

柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本　
　
　
　

一
冊
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と
見
え
る
。
反
町
右
掲
書
は
ま
た
、
右
二
十
点
に
つ
い
て
、
「
各
冊
に
、
黒
川
家
の
蔵
書
印
が
二
つ
乃
至
三
つ
ず
つ
押
捺
さ
れ
て
あ
り
、
保

存
が
よ
く
、
好
ま
し
い
稀
覯
本
ば
か
り
。
弘
文
荘
に
真
向
き
で
し
た
。
こ
の
他
の
六
、七
点
を
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
の
、
三
分
の
二
ほ
ど
は

一
月
二
十
二
日
に
、
タ
ツ
ミ
ヤ
書
店
中
村
不
二
尾
氏
の
持
ち
込
ん
で
売
っ
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。
残
る
三
分
の
一
は
、
そ
の
数
日
後
に
、

江
戸
・
東
京
の
郷
土
史
家
島
田
筑
波
さ
ん
の
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
」
と
述
べ
て
も
い
る
。

　

小
稿
の
取
り
上
げ
る
『
方
丈
記
』
写
本
は
、
黒
川
家
の
ほ
か
、
右
の
弘
文
荘
、
宝
玲
文
庫
、
さ
ら
に
今
一
つ
見
え
る
所
蔵
印
の
主
で
あ

る
秋
山
不
羈
斎
な
ど
を
経
て
、
最
終
的
に
は
昭
和
六
十
年
、
臨
川
書
店
を
通
し
て
京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
購
入
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
二
　
元
禄
頃
写
本
本
文
の
位
置

　

右
の
反
町
著
書
が
先
引
通
り
、
当
該
写
本
に
つ
い
て
「
元
禄
頃
写
」
と
推
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
確
か
に
、
墨
痕
か
ら
受
け
る
印
象

な
ど
と
齟
齬
せ
ず
、
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
元
禄
頃
写
本
に
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
後
世
、
朱
に
よ
る
濁
点
や
振
り
仮
名
、

区
切
符
合
、
そ
し
て
異
本
注
記
を
中
心
と
す
る
注
記
が
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
加
え
ら
れ
て
い
る
（
後
掲
「
【
影
印
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
（
柳

亭
種
彦
自
筆
校
合
本
）
2
オ
・
21
オ
」
参
照
）
。
そ
れ
ら
、
特
に
異
本
注
記
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
な
お
、
ご
く
一
部
に
は
、
本
文
と

同
筆
ら
し
く
元
禄
頃
当
初
の
も
の
と
覚
し
い
、
朱
筆
で
な
い
濁
点
も
見
ら
れ
る
（
後
掲
「
【
翻
刻
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
（
柳
亭
種
彦
自

筆
校
合
本
）
」
参
照
）
。

　

元
禄
頃
写
本
の
本
文
は
、
地
震
で
土
塀
が
崩
れ
て
武
士
の
子
が
圧
死
し
た
と
い
う
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
な
ど
、
広
本
の
う
ち
の

古
本
系
統
と
流
布
本
系
統
と
を
分
か
つ
主
要
な
指
標
と
し
て
通
常
挙
げ
ら
れ
る
三
点
が
い
ず
れ
も
、
流
布
本
系
統
の
特
徴
と
合
致
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
流
布
本
系
統
の
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
大
福
光
寺
本
を
初
め
と
す
る
古
本
系
統
の
十
一
伝
本
と
正
保
版

本
に
至
る
流
布
本
系
統
の
六
伝
本
の
本
文
を
逐
一
対
照
す
る
青
木
伶
子
編
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
40
）
に
お
い
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て
、
右
の
三
つ
の
指
標
の
ほ
か
に
、
古
本
系
統
と
流
布
本
系
統
の
間
で
本
文
が
完
全
に
対
立
し
て
い
る
場
合
が
百
箇
所
余
り
見
ら
れ
る
が
、

元
禄
頃
写
本
の
本
文
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
二
箇
所
以
外
す
べ
て
流
布
本
系
統
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
箇
所
と
は
、
次

の
通
り
（
数
字
は
行
番
号
、
以
下
同
。
後
掲
【
翻
刻
】
参
照
）
。

　
　

112
今
の
世
の
有
さ
ま
（
古
本
系
統
諸
本
「
世
」　

流
布
本
系
統
諸
本
「
世
中
」
）

　
　

142
薪
さ
へ
乏
し
く
成
ゆ
け
ば
（
古
本
系
統
諸
本
「
さ
へ
」　

流
布
本
系
統
諸
本
「
に
さ
へ
」
）

「
中
」
「
に
」
の
有
無
だ
け
の
ご
く
微
細
な
差
異
で
あ
っ
て
、
単
純
で
偶
発
的
な
誤
写
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
世
中
」
→
「
世
」
、
「
に
さ
へ
」
→

「
さ
へ
」
と
、
流
布
本
系
統
本
文
か
ら
古
本
系
統
本
文
が
生
じ
る
可
能
性
も
低
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
二
箇
所
の
み
が
古
本
系
統
本
文

に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
他
は
す
べ
て
流
布
本
系
統
本
文
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
確
か
に
、
当
該
写
本
は
、
ま
さ
に
流
布
本
系
統
に
属
す
る
も
の
と
捉
え
て
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総

索
引
』
が
取
り
上
げ
る
流
布
本
系
統
の
六
本
と
見
比
べ
る
に
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
は
嵯
峨
本
と
最
も
近
似
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

嵯
峨
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
7
）
と
、
嵯
峨
本
に
近
い
正
保
版
本
と
の
間
で
、
本
文
の
異
な
る
箇
所
に
つ
い
て
、
当
該
写

本
が
い
ず
れ
と
合
致
す
る
か
、
試
み
に
確
認
す
る
に
、

　　
〔
嵯
峨
本
〕
〈
嵯
〉　　
　
　　
〔
正
保
版
本
〕
〈
正
〉　　
　
　
　　
〔
元
禄
頃
写
本
〕

　
　
　

摂
津
国
の
今
の
京　
　
　
　
　

摂
津
国
今
の
京　
　
　
　
　
　
　
　

85
摂
津
国
今
の
京　
　
　
　
　
　

＝
正

　
　
　

瑞
相
か
と　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
相
と
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

102
瑞
相
哉
と　
　
　
　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

縁
に
結
は
し
む
る　
　
　
　
　

縁
を
結
ば
し
む
る　
　
　
　
　
　
　

163
縁
に
結
は
し
む
る　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

た
め
し
有
け
り　
　
　
　
　
　

た
め
し
は
有
け
る　
　
　
　
　
　
　

172
た
め
し
有
け
る　
　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

た
め
し
有
け
り　
　
　
　
　
　

た
め
し
は
有
け
る　
　
　
　
　
　
　

172
た
め
し
有
け
る　
　
　
　
　
　

＝
正
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悦
ふ
事
あ
れ
と
も　
　
　
　
　

よ
ろ
こ
ぶ
事
は
あ
れ
ど
も　
　
　
　

216
悦
ふ
事
あ
れ
と
も　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

ま
め
な
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　

ま
め
な
ら
ざ
る　
　
　
　
　
　
　
　

300
ま
め
な
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

事
こ
れ
同
し　
　
　
　
　
　
　

事
は
こ
れ
同
し　
　
　
　
　
　
　
　

319
事
是
同
し　
　
　
　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

す
そ
川
の
田
井　
　
　
　
　
　

す
そ
は
の
田
井　
　
　
　
　
　
　
　

321
す
そ
川
の
田
井　
　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

帰
さ
ま
に
は　
　
　
　
　
　
　

帰
る
さ
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

331
帰
る
さ
に
は　
　
　
　
　
　
　

＝
正

　
　
　

生
涯
の
海　
　
　
　
　
　
　
　

生
涯
の
望
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

405
生
涯
の
海　
　
　
　
　
　
　
　

＝
嵯

　
　
　

さ
と
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と
さ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

416
悟
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
嵯

と
い
う
よ
う
に
、
正
保
版
本
と
一
致
す
る
場
合
も
見
ら
れ
る
が
、
嵯
峨
本
と
一
致
す
る
場
合
の
方
が
多
く
、
嵯
峨
本
に
よ
り
一
層
近
い
こ

と
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
元
禄
頃
写
本
に

　
　

118
夏
種
と
る
い
と
な
み

と
あ
る
箇
所
を
、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
の
取
り
上
げ
る
計
十
七
の
伝
本
の
う
ち
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
な
つ
（
夏
）
う
ふ
（
ゆ
）

る
い
と
な
み
（
営
）
」
）
と
す
る
な
か
、
嵯
峨
本
と
京
大
本
だ
け
が
「
夏
種
る
い
と
な
み
」
と
記
す
こ
と
や
、
元
禄
頃
写
本
が

　
　

106
家
と
も
如
何
に
成
り
け
る
に
か

　
　

423
如
何
用
な
き
楽
み
を
の
へ
て

と
表
記
す
る
箇
所
を
い
ず
れ
も
、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
の
取
り
上
げ
る
計
十
七
伝
本
の
う
ち
嵯
峨
本
だ
け
が
同
じ
く
「
如
何
」
と

す
る
こ
と
も
、
嵯
峨
本
と
の
近
さ
を
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
嵯
峨
本
の
本
文
と
一
々
校
合
し
て
み
る
と
、
嵯
峨
本
と
異
な
る
本
文
が
少
な
か
ら
ず
検
出
さ
れ
る
（
後
掲
「
【
校
異
】
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元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
と
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
」
参
照
）
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、

　
　

１
凡
川
の
流
れ
は
絶
す
し
て　
　

嵯
峨
本
「
行
川
の
流
れ
は
絶
す
し
て
」　　
　
　
　
　
　
　

285
正
木　
　

嵯
峨
本
「
柴
」

　
　

414
魚
は
水
に
あ
か
す
。
鳥
は
林
を
ね
か
ふ
。
鳥
に
あ
ら
さ
れ
は
其
心
を
し
ら
す
。

　
　
　
　

嵯
峨
本
「
魚
は
水
に
あ
か
す
。
う
ほ
に
あ
ら
さ
れ
は
其
心
を
し
ら
す
。
鳥
は
林
を
ね
か
ふ
。
鳥
に
あ
ら
さ
れ
は
其
心
を
し
ら
す
」

と
い
っ
た
事
例
で
は
、
嵯
峨
本
に
拠
っ
て
書
写
し
つ
つ
、
二
重
実
線
部
に
お
い
て
は
誤
写
を
生
じ
さ
せ
た
り
、
実
線
部
に
つ
い
て
は
誤
っ

て
脱
落
さ
せ
た
り
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば

　
　

92
い
つ
れ
も
せ
き
あ
へ
す　
　
　

嵯
峨
本
「
川
も
せ
き
あ
へ
す
」

の
場
合
、
波
線
部
「
い
つ
れ
」
は
、
「
河
」
を
「
何
」
と
誤
読
（
誤
写
）
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

嵯
峨
本
本
文
の
「
川
」
か
ら
は
直
接
生
じ
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
や
は
り
嵯
峨
本
に
直
接
拠
っ
た
結
果
と
は
考
え
ら
れ
な
い

本
文
が
他
に
も
、

　
　

16
無
常
を
争
へ
る
た
め
し
、
朝
か
ほ
の
露
に
こ
と
な
ら
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

289
な
か
め　
　

嵯
峨
本
「
か
け
樋
」

　
　
　
　

嵯
峨
本
「
無
常
を
あ
ら
そ
ひ
去
様
い
は
ゝ
朝
か
ほ
の
露
に
こ
と
な
ら
す
」

な
ど
、
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
嵯
峨
本
と
相
違
す
る
本
文
が
、
他
の
流
布
本
系
統
諸
本
と
は
一
致
せ
ず
、
古
本
系
統
諸
本
の

い
く
つ
か
と
一
致
す
る
、
と
い
う
事
例
も
相
当
数
存
す
る
（
後
掲
【
校
異
】
参
照
）
。

　

元
禄
頃
写
本
の
本
文
は
、
嵯
峨
本
に
近
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
し
か
し
嵯
峨
本
に
拠
っ
た
の
で
は
決
し
て
な
く
、
か
つ
、
同
本
か
ら
か

な
り
の
距
離
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、

356
「
夜
臥
床
有
昼
居
る
座
有
」
と
い
っ
た
漢
字
表
記
が
目
に
付

く
点
や
、

330
「
瀬
田
の
川
」

435
「
鳧
鐘
の
念
仏
」
な
ど
の
特
異
な
本
文
が
見
ら
れ
る
点
に
も
、
注
意
さ
れ
よ
う
か
。
な
お
、
誤
写
の
類
少

な
か
ら
ず
、
決
し
て
良
質
の
本
文
と
は
言
い
難
い
。
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三
　
朱
筆
書
入
れ

　

小
稿
の
取
り
上
げ
る
『
方
丈
記
』
写
本
は
先
述
通
り
、
元
禄
頃
に
書
写
さ
れ
た
本
文
に
後
世
、
朱
筆
の
書
入
れ
を
様
々
に
施
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
内
題
「
加
茂
長
明
無
明
書
」
の
「
無
明
書
」
に
傍
点
を
付
し
、
内
題
の
上
方
に
「
方
丈
記
」
と
記
す
の
を
皮
切
り
と
し
て
、
濁

点
や
片
仮
名
に
よ
る
振
り
仮
名
お
よ
び
句
切
符
号
を
全
面
的
に
、
返
り
点
（
4
「
如
レ

此
」
、

360
「
不
レ

願
不
レ

交
」
、

367
「
不
レ

造
」
、
な
ど
）
、

片
仮
名
に
よ
る
送
り
仮
名
（
94
「
造レ

る
家
」
、

197
「
暫シ

」
、

410
「
乞
食
と
成レ

事ル

」
、
な
ど
）
、
虫
損
文
字
に
つ
い
て
補
っ
た
傍
記
（
虫
損
に
よ

り
一
部
欠
損
し
た

104
「
冬
」
の
右
に
「
冬
」
と
傍
記
、
な
ど
）
、
読
み
に
く
い
文
字
に
つ
い
て
補
っ
た
傍
記
（

289
「
南
に
」
の
「
に
」
の
右

に
「
に
」
と
傍
記
、
な
ど
）
を
一
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え
る
ほ
か
は
、
異
本
注
記
を
中
心
と
し
た
種
々
の
注
記
で
あ
っ
て
、
行
間
お
よ
び

天
部
余
白
に
書
き
入
れ
て
い
る
。

　

行
間
の
異
本
注
記
の
場
合
、
異
本
本
文
と
異
な
る
元
禄
頃
筆
写
本
文
＝
注
記
対
象
本
文
の
右
に
、
ほ
と
ん
ど
は
小
さ
く
「
ィ
」
と
書
い

た
う
え
で
異
本
本
文
を
記
載
す
る
と
い
う
形
を
基
本
と
し
て
い
て
、
そ
れ
に
加
え
て
注
記
対
象
本
文
の
左
に
「
○
」
印
を
付
し
た
場
合
も

あ
る
し
（

238
「
踏
」
の
左
に
「
○
」
印
を
付
し
た
う
え
で
右
に
「
ィ
跡
」
と
傍
記
、
な
ど
）
、
注
記
対
象
の
本
文
が
あ
る
程
度
長
い
時
な
ど

は
、
そ
の
本
文
の
範
囲
を
示
す
記
号
を
付
し
て
も
い
る
（
後
掲
【
影
印
】
2
オ
Ｌ
1
・
21
オ
Ｌ
7
な
ど
）
。
「
ィ
」
と
書
い
て
異
本
本
文
を

示
す
の
で
な
く
、
異
本
本
文
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
右
下
に
小
さ
く
「
ィ
」
と
書
い
た
事
例
も
存
す
る
（
後
掲
【
影
印
】
2
オ
Ｌ
5
の

ほ
か
、
49
「
吹
ま
く
る
」
の
「
く
」
の
右
に
「
は
ィ
」
と
傍
記
、
な
ど
）
。
ま
た
、
元
禄
頃
筆
写
本
文
に
な
い
本
文
が
異
本
に
存
す
る
場
合
、

元
禄
頃
筆
写
本
文
の
該
当
箇
所
に
「
△
」
印
や
「
○
」
印
を
付
し
、
そ
の
右
側
（

162
「
て
」
と
「
死
」
の
間
の
事
例
の
よ
う
に
、
稀
に
左

側
）
に
、
「
ィ
△
」
「
ィ
○
」
ま
た
は
単
に
「
△
」
「
○
」
あ
る
い
は
「
ィ
」
と
書
い
て
、
そ
の
箇
所
に
存
す
る
該
当
の
異
本
本
文
を
記
載
し

て
い
る
（
54
「
垣
を
は
ら
ひ
て
」
の
「
を
」
と
「
は
」
の
間
に
「
○
」
印
を
付
し
て
右
に
「
ィ
吹
」
と
傍
記
、
な
ど
）
。
そ
の
場
合
、
「
○
」
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あ
る
い
は
「
△
」
の
印
同
士
を
線
で
結
ん
だ
事
例
も
見
ら
れ
る
（
後
掲
【
影
印
】
2
オ
Ｌ
4
の
ほ
か
、

104
「
む
な
し
か
ら
さ
れ
は
」
の

「
さ
」
と
「
れ
」
の
間
に
○
印
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
り
け
」
と
記
し
、
○
印
同
士
を
線
で
結
ん
で
い
る
、
な
ど
）
。
あ
る
い
は
、
元
禄
頃
筆

写
本
文
の
該
当
箇
所
に
も
右
側
の
傍
記
に
も
「
△
」
や
「
○
」
の
印
を
全
く
付
す
こ
と
な
く
、
「
ィ
」
と
し
て
該
当
の
異
本
本
文
を
示
し
た

事
例
（

172
「
た
め
し
有
け
る
」
の
「
し
」
と
「
有
」
の
中
間
右
側
に
「
ィ
は
」
と
傍
記
、
な
ど
）
も
見
ら
れ
る
。
逆
に
、
元
禄
頃
筆
写
本

文
に
存
す
る
本
文
が
異
本
に
な
い
場
合
、
当
該
の
本
文
の
左
側
に
○
印
を
付
し
、
同
本
文
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
と
書
い
て
い
る
（
51
「
平

地
に
」
の
「
地
」
の
左
に
○
印
を
付
し
右
側
に
「
ィ
ナ
シ
」
と
傍
記
、
な
ど
）
。

　

ま
た
、
単
に
異
本
本
文
を
示
す
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
場
合
も
見
ら
れ
る
。

115
「
二
年
か
間
に
」
の
「
に
」
の
左
に
小
さ
く
○
印
を
付
し
、

そ
の
「
に
」
の
右
に
「
イ 

ナ
シ
」
と
記
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
さ
ら
に
右
に
「
衍
字
歟
」
と
書
き
付
け
て
い
る
。

284
「
す
い
ひ

つ
」
の
「
い
」
に
○
印
を
付
し
た
う
え
で
右
に
「
衍
字
」
と
傍
記
す
る
の
と
、

353
「
炎
上
に
ほ
こ
ろ
ひ
」
の
「
こ
」
に
対
し
て
同
様
に
「
衍

字
」
と
傍
記
す
る
の
は
、
右
の
「
二
年
か
間
に
」
の
場
合
が
、
異
本
本
文
に
つ
い
て
注
記
し
た
う
え
で
衍
字
か
と
推
測
し
て
い
る
の
と
は

異
な
り
、
校
合
に
基
づ
く
異
本
注
記
と
い
う
要
素
を
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
全
く
持
た
な
い
。
実
際
に
は
、
異
本
本
文
を
も
参
照
し
た

う
え
で
傍
記
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
。

　

異
本
注
記
か
ら
、
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
内
容
へ
と
、
天
部
余
白
に
お
い
て
よ
り
顕
著
に
展
開
す
る
場
合
も
あ
る
。
54
「
垣
を
は
ら
ひ
て
」

の
箇
所
、
右
に
も
例
と
し
て
挙
げ
た
通
り
、
「
を
」
と
「
は
」
の
間
に
「
○
」
印
を
付
し
て
、
右
に
「
ィ
吹
」
と
傍
記
す
る
が
、
そ
れ
に
止

ま
ら
ず
、
こ
の
箇
所
の
上
方
の
天
部
余
白
に
「
吹　

ナ
キ
カ
タ
／
是
ナ
ル
／
ベ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
単
に
異
本
本
文
を
注
記
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
異
本
本
文
の
「
吹
」
の
な
い
方
が
適
当
で
あ
る
と
の
推
測
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

174
「
元
暦
の
比
」
の
箇
所
で
も
、

「
暦
」
と
「
の
」
の
間
に
「
△
」
印
を
付
し
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
」
と
書
い
て
「
二
年
」
と
傍
記
、
そ
の
「
二
年
」
全
体
を

□
で
囲
ん
で

い
て
、
さ
ら
に
、
天
部
余
白
か
ら
次
行
と
の
行
間
に
及
ぶ
形
で
、「
異
本
は
／
後
人
／
二
年
と
／
側
に
書
そ
へ
た
る
が
本
文
へ
い
り
し
に
や
」



82

と
記
し
て
い
る
。
行
間
の
異
本
注
記
で
終
わ
ら
ず
に
、
こ
ち
ら
の
場
合
は
異
本
本
文
派
生
過
程
に
つ
い
て
の
推
測
を
、
天
部
余
白
な
ど
に

展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

行
間
で
な
く
専
ら
天
部
余
白
に
異
本
注
記
な
ど
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

122
「
其
験
更
に
」
に
対
し
て
、
行
間
に
傍
記
は
何
も
な
い

が
、
天
部
余
白
に
「
ィ
更
に
そ
の
／
し
る
し
」
と
異
本
本
文
を
示
し
て
い
る
。

277
「
黒
革
籠
」
に
対
す
る
天
部
余
白
の
書
入
れ
「
黒
革
／

籠
／
ィ
黒
ノ

字
ナ
シ
／
ア
ル
カ
タ
／
是
歟
」
、

281
「
を
と
ろ
」
に
対
す
る
天
部
余
白
の
書
入
れ
「
お
ど
ろ
／
イ
ニ
／
ほ
ど
ろ
／
あ
る
非
也
」

の
場
合
、
や
は
り
異
本
本
文
に
つ
い
て
注
記
す
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
本
来
の
本
文
あ
る
い
は
異
本
本
文
の
是
非
に
つ
い
て

推
断
す
る
。

283
「
長
く
机
を
作
り
」
に
対
し
て
は
天
部
余
白
に
「
長
く
／
イ
ニ
ナ
シ
／
出
し
／
ふ
づ
く
ゑ
／
也
」
と
記
し
て
お
り
、
同
じ

く
異
本
本
文
に
つ
い
て
注
記
し
た
う
え
で
、
こ
ち
ら
の
場
合
は
さ
ら
に
、
語
釈
を
も
加
え
て
い
る
。

　

天
部
余
白
の
書
入
れ
に
は
、
異
本
注
記
と
関
わ
る
こ
と
の
な
い
語
釈
も
見
ら
れ
る
。

241
「
居
屋
」
に
対
す
る
天
部
余
白
の
書
入
れ
「
居

屋
／
今
い
ふ
／
居
間
」
、

271
「
日
か
く
し
」
に
対
す
る
天
部
余
白
の
書
入
れ
「
日
が
く
し
ハ

／
ひ
さ
し
也
」
、
で
あ
る
。

322
「
ほ
く
み
」
に
対

し
て
は
、
右
に
傍
点
（
□ 

□ 

□

）
を
付
し
た
う
え
で
、
天
部
余
白
に
「
ほ

□

く

□

み

□

／
穂
組
／
角
力
草
／
の
類
の
／
手
あ
そ
／
び
か
／
又
食
類
歟

／
イ
本
ニ

／
ほ
ゝ
み
ト
／
ア
リ
／
元
隣
本
ニ
ハ

／
ほ
ぐ
み
／
ト
／
に
ご
り
／
を
／
う
ち
た
り
」
と
記
す
。
語
釈
を
中
心
と
し
つ
つ
、
異
本
本

文
に
も
言
及
し
て
い
る
（
後
掲
【
影
印
】
21
オ
参
照
）
。

　

な
お
、
他
は
全
く
同
形
式
で
あ
り
な
が
ら
、「
イ
」
の
有
無
だ
け
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
15
「
身
を
悦
は
し
む
る
」
の
「
身
」

の
右
に
は
「
ィ
目
」
と
傍
記
す
る
が
、
47
「
中
御
門
京
極
の
辺
」
の
「
辺
」
の
右
に
は
た
だ
「
程ホ

ド

」
と
傍
記
す
る
。
こ
の
後
者
の
場
合
は
、

「
イ
」
と
断
ら
な
い
だ
け
で
、
異
本
本
文
を
注
記
し
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
か
。
日
現
本
や
氏
孝
本
が
「
ほ
と
り
」
と
す
る
一
方
、
大
福
光

寺
本
や
嵯
峨
本
が
「
ホ
ト
」
「
程
」
と
す
る
。
し
か
し
、
1
「
凡
」
に
対
し
て
「
行
」
と
だ
け
傍
記
す
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
「
衍
字
」
と

傍
記
す
る
事
例
と
性
格
上
近
く
、
異
本
本
文
を
注
記
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
誤
写
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
修
正
し
よ
う
と
い
う
意
識
に
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基
づ
く
も
の
、
誤
写
修
正
注
記
と
い
う
べ
き
も
の
か
と
見
ら
れ
よ
う
。

263
「
高
さ
は
七
尺
か
な
ち
也
」
の
「
な
」
の
右
に
「
う
」
と
傍
記

す
る
よ
う
な
事
例
は
、
尚
更
そ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
よ
う
。

189
「
築
地
の
覆
の
山
に
小
家
を
作
り
て
」
の
「
山
」
の
右
に
も
単
に
「
下
」

と
傍
記
す
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
天
部
余
白
に
「
按 

下 

草
書
の
／
下
字
ヨ
リ

／
山
ト

／
誤
シ

／
也
」
と
記
し
て
お
り
、
誤
写
修
正
注
記
で
あ

る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
中
間
、
異
本
注
記
な
の
か
誤
写
修
正
注
記
な
の
か
、
意
識
と
し
て
ど
ち
ら
に
重
点
が
あ
る

の
か
、
明
確
で
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
○
」
印
で
な
く
「
●
」
印
を
使
っ
た
事
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

387
「
も
の

う
し
と
て
心
を
動
す
事
な
し
」
の
「
て
」
と
「
心
」
の
間
に
●
印
を
付
し
て
、
そ
の
右
に
「
イ
」
な
く
「
●
も
」
と
傍
記
す
る
。

　

以
上
の
通
り
、
朱
筆
書
入
れ
は
実
に
多
様
で
あ
る
が
、
筆
跡
な
ど
か
ら
見
て
、
す
べ
て
同
筆
か
と
見
ら
れ
る
。
元
禄
頃
筆
写
本
文
に

　
　

230
～

232
人
頼
め
は
身
他
の
僕
と
な
る
人
を
育
は
心
恩
愛
に
つ
か
は
る

と
あ
る
箇
所
、
朱
筆
は
、
「
頼
め
ば
」
「
育
ば
」
「

僕
ヤ
ツ
コ

」
と
濁
点
・
振
り
仮
名
を
加
え
、
「
育
ば
。
」
「
つ
か
は
る
。
」
と
区
切
符
号
を
付
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
さ
ら
に
、
「

僕
ヤ
ツ
コ

と
な
る
」
の
「
る
」
の
右
に
小
さ
く
「
り
。
」
と
傍
記
す
る
。
異
文
「
り
」
と
、
そ
れ
に
伴
う
区
切

符
号
「
。
」
が
、
一
連
の
も
の
と
し
て
、
一
筆
に
書
き
入
れ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
区
切
符
号
な
ど
も
含
め
て
朱
筆

書
入
れ
全
体
が
同
筆
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
四
　
柳
亭
種
彦
の
自
筆
校
合

　

異
本
注
記
を
は
じ
め
と
す
る
朱
筆
書
入
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
形
式
な
ど
を
右
の
よ
う
に
微
細
に
確
認
し
た
の
は
、
小
稿
の
取
り
上
げ
る

『
方
丈
記
』
写
本
が
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
写
本
に
は
、
先
述
通
り
、
原
前
表
紙
に
「
柳
亭
種
彦
校
本
」

と
朱
書
さ
れ
、
外
題
下
に
は
「
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
は
、
先
引
『
黒
川
文
庫
目
録
』
以
下
に
い
ず
れ

も
「
柳
亭
種
彦
校
本
」
「
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
」
と
、
継
承
あ
る
い
は
追
認
さ
れ
て
も
い
る
。
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こ
の
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
と
い
う
点
を
確
認
す
る
の
に
、
種
彦
自
筆
資
料
が
種
々
存
す
る
な
か
で
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
草

短
歌
』
一
冊
は
、
誠
に
相
応
し
い
対
比
資
料
と
な
ろ
う
。
同
じ
く
「
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本

）
2
（

」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

後
遊
紙
に
存
す
る
文
化
年
間
の
種
彦
に
よ
る
識
語
に
「
草
短
歌
一
冊
／
記
者
未
考
／
慶
長
元
和
中
の
古
書
な
る
へ
し
」
、
種
彦
に
よ
る
前
遊

紙
朱
書
書
入
れ
に
「
何
某
の
所
蔵
に
寛
文
中
の
古
写
あ
り
。
そ
う
き
短
歌
と
あ
り
。
…
…
今
、
彼
書
を
も
て
異
同
を
校
正
ス
」
と
見
え
る
。

「
慶
長
元
和
中
の
古
書
」
に
種
彦
自
ら
が
、
「
寛
文
中
の
古
写
」
と
の
校
合
結
果
を
書
き
入
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『
草
短

歌
』
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
「
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
」

を
見
比
べ
た
い
。

　

異
本
注
記
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
る
に
、
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
無
論
な
い
が
、
共
通
点
が
か
な
り
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
得
る
。

　

小
稿
の
取
り
上
げ
る
元
禄
頃
写
本
『
方
丈
記
』
の
異
本
注
記
に
つ
い
て
、
「
注
記
対
象
本
文
の
右
に
、
ほ
と
ん
ど
は
小
さ
く
「
ィ
」
と
書

い
た
う
え
で
異
本
本
文
を
記
載
す
る
と
い
う
形
を
基
本
と
し
て
い
て
」
「
注
記
対
象
の
本
文
が
あ
る
程
度
長
い
時
な
ど
は
、
そ
の
本
文
の
範

囲
を
示
す
記
号
を
付
し
て
も
い
る
」
と
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
『
草
短
歌
』
で
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
同
様
の
異
本
注
記
が
数
多
く
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、「
い
ろ
み
せ
ず
」
の
「
せ
」
の
右
に
「
ィ
え
」
と
傍
記
し
（
本
文
1
オ
）
、「
心
た
し
な
み
て
」
の
う
ち
「
た
」
か
ら
「
み
」

ま
で
の
範
囲
が
注
記
対
象
本
文
で
あ
る
こ
と
を
、
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
記
号
で
示
し
、
そ
の
右
に
「
ィ
を
た

し
く
」
と
傍
記
し
て
い
る
（
本
文
1
オ
）
。
ま
た
、
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
に
つ
い
て
、
「
元
禄
頃
筆
写
本
文
に
な
い
本
文
が
異
本
に
存
す

る
場
合
、
元
禄
頃
筆
写
本
文
の
該
当
箇
所
に
「
△
」
印
や
「
○
」
印
を
付
し
、
…
…
」
と
も
先
述
し
た
が
、『
草
短
歌
』
に
お
い
て
も
、「
人

に
な
さ
け
あ
り
」
の
「
に
」
と
「
な
」
の
間
に
「
○
」
印
を
付
し
て
「
ィ
○
も
」
と
傍
記
し
た
事
例
（
本
文
2
ウ
）
や
、
「
い
よ
〳
〵
せ
め

て
の
な
ぐ
さ
み
に
。
人
だ
に
く
れ
ば
物
の
ぞ
き
」
の
「
に
」
と
「
人
」
の
間
に
、
区
切
符
号
の
「
。
」
と
は
別
に
さ
ら
に
「
○
」
印
を
付
し
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て
「
ィ
○
こ
そ
」
と
傍
記
し
、
○
印
同
士
を
線
で
結
ん
だ
事
例
（
本
文
3
ウ
）
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
に

お
け
る
行
間
の
注
記
が
「
単
に
異
本
本
文
を
示
す
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
場
合
も
見
ら
れ
る
」
と
し
て
、「
衍
字
歟
」
「
衍
字
」
と
傍
記
さ
れ
た

事
例
を
先
に
挙
げ
た
が
、
類
似
の
事
例
は
『
草
短
歌
』
に
も
、「
お
も
き
」
に
対
す
る
傍
記
「
脱
文
歟
」
（
本
文
8
ウ
）
、「
お
も
ひ
」
の
「
お

も
」
に
対
す
る
傍
記
「
よ
そ
歟
」
（
本
文
8
ウ
）
、
「
み
つ
に
な
て
ん
す
」
に
対
す
る
傍
記
「
不
解
」
（
本
文
18
オ
）
、
な
ど
認
め
ら
れ
る
。

  

当
該
『
方
丈
記
』
写
本
で
は
、
「
異
本
注
記
か
ら
、
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
内
容
へ
と
、
天
部
余
白
に
お
い
て
よ
り
顕
著
に
展
開
す
る
場
合

も
あ
る
」
と
先
に
述
べ
た
点
に
つ
い
て
も
、
近
い
事
例
を
『
草
短
歌
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
○
印
な
ど
を
付
し
て
右
側
行

間
に
「
脱
文
ィ
」
と
記
し
た
う
え
で
天
部
余
白
に
、
「
ィ
」
お
よ
び
○
印
な
ど
と
と
も
に
「
あ
か
つ
き
た
れ
と
…
…
」
と
異
本
本
文
を
掲
げ

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
異
本
本
文
の
一
部
に
つ
い
て
「
此
間
不
解
」
と
述
べ
て
い
る
（
本
文
5
オ
）
。
ま
た
、
当
該
『
方
丈

記
』
写
本
に
つ
い
て
、
「
行
間
で
な
く
専
ら
天
部
余
白
に
異
本
注
記
な
ど
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
」
と
も
記
し
た
が
、
『
草
短
歌
』
に
も

同
様
の
事
例
が
、「
異
本
ニ

女
房
御
み
も
ち
の
事
」
（
本
文
1
オ
天
部
余
白
）
「
ィ
心
に
は
ふ
た
声
み
こ
ゑ
よ
ば
れ
し
と
」
（
本
文
5
ウ
天
部
余

白
）
「
以
下
異
本
に
な
し
」
（
本
文
7
ウ
天
部
余
白
）
な
ど
と
見
え
る
。
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
の
場
合
、
先
述
通
り
、
「
異
本
本
文
派
生
過

程
に
つ
い
て
の
推
測
」
や
、
「
本
来
の
本
文
あ
る
い
は
異
本
本
文
の
是
非
に
つ
い
て
」
の
「
推
断
」
、
「
異
本
注
記
と
関
わ
る
こ
と
の
な
い
語

釈
」
が
見
ら
れ
た
り
も
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
や
は
り
、
『
草
短
歌
』
で
も
同
様
の
事
例
を
検
出
し
得
る
。
例
え
ば
、
「
一
葉
脱
シ

タ
ル
ヲ
其
儘
写
シ
シ
ナ
ル
ベ
シ
」
（
本
文
14
ウ
天
部
余
白
）
「
脱
歟
」
（
本
文
15
ウ
天
部
余
白
）
「
写
誤
歟
」
（
本
文
20
ウ
天
部
余
白
）
「
小
家 

造
作
歟
」
（
本
文
17
ウ
天
部
余
白
）
「
家
ぬ
し 

主
人
也
」
（
本
文
18
ウ
天
部
余
白
）
の
よ
う
に
。

　
「
イ
」
と
断
ら
な
い
形
で
の
異
本
本
文
注
記
も
し
く
は
誤
写
修
正
注
記
と
い
う
べ
き
も
の
が
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
に
見
ら
れ
る
こ
と
も

先
述
し
た
が
、『
草
短
歌
』
で
も
同
様
に
、
例
え
ば
、「
み
よ
か
し
げ
な
る
」
の
「
げ
」
の
右
に
「
が
ほ
の
」
（
本
文
4
オ
）
、「
た
し
な
め
ば
」

の
「
め
」
の
右
に
「
み
ぬ
れ
」
（
本
文
5
ウ
）
、
と
傍
記
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
に
は
、
「
○
」
印
で
な
く
「
●
」
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印
を
使
っ
た
場
合
も
見
ら
れ
た
が
、
『
草
短
歌
』
で
も
、
「
こ
て
ま
ね
き
。
人
の
あ
る
な
か
」
の
「
き
。
」
と
「
人
」
の
間
に
●
印
を
付
し
、

そ
れ
と
曲
線
で
結
ん
だ
右
脇
の
●
印
の
下
に
「
つ
ま
戸
の
き
は
の
手
た
は
ふ
れ
」
と
記
し
て
い
た
り
す
る
（
本
文
6
ウ
）
。

　

以
上
の
よ
う
に
共
通
点
あ
る
い
は
類
似
点
が
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
「
校
合
本
」
で
あ
れ
ば
お

よ
そ
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
部
分
も
少
な
く
な
い
に
違
い
な
い
。
種
彦
に
よ
る
校
合
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
種
彦
自
筆
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
点
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
筆
跡
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
の
朱
筆
書
入
れ
は
文
字
数
が
少
な
く
、

筆
跡
の
検
討
を
す
る
の
に
充
分
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
入
れ
と
、
『
草
短
歌
』
の
書
入
れ
、
ま
た
『
吉
原
買
も

の
調
』
付
載
種
彦
自
筆
標
注
（
「
柳
翁
標
注

）
2
（

」
）
、
さ
ら
に
は
『
田
舎
源
氏
』
第
四
編
自
筆
稿
本
や
『
骨
董
集
ほ
り
か
ひ
』
自
筆
原
稿

）
3
（

と
を
、

筆
跡
に
つ
い
て
比
較
す
る
に
、
種
彦
の
筆
跡
な
ど
に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
は
全
然
な
い
稿
者
で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
、
ま
さ
に
同
一
の
も

の
と
い
う
印
象
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
試
み
に
、
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
の
朱
筆
書
入
れ
と
『
草
短
歌
』
書
入
れ
・
『
吉
原
買
も
の
調
』
付

載
標
注
の
中
か
ら
、
共
通
し
て
存
在
し
、
特
徴
的
な
面
が
あ
る
か
と
見
ら
れ
た
文
字
を
、
い
く
ら
か
対
照
さ
せ
た
も
の
を
、
作
成
し
て
み

た
（
後
掲
「
【
筆
跡
対
照
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
・
『
草
短
歌
』
・
『
吉
原
買
も
の
調
』
」
）
。
確
か
に
酷
似
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
右
の

全
体
的
な
印
象
が
裏
付
け
ら
れ
た
と
言
う
べ
く
、
先
に
確
認
し
た
異
本
注
記
の
あ
り
方
の
共
通
性
の
う
え
に
こ
の
筆
跡
の
検
討
結
果
も
加

え
る
な
ら
ば
、
当
該
『
方
丈
記
』
写
本
に
つ
い
て
継
承
さ
れ
き
た
見
立
て
「
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
」
に
問
題
な
く
、
紛
れ
も
な
く
種
彦

が
校
合
結
果
な
ど
を
書
き
入
れ
た
種
彦
自
筆
の
も
の
で
あ
る
と
確
定
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
『
初
代
柳
亭
蔵
書
目
録

）
4
（

』
第
一
冊
に
、
「
方
丈
記　

一
〃
（
冊
）
」
が
見
え
る
（
20
オ
）
。
そ
れ
は
、
小
稿
の
取
り
上
げ
る
元
禄
頃

写
本
そ
の
も
の
か
、
右
校
合
に
使
用
さ
れ
た
「
イ
本
」
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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五
　
柳
亭
種
彦
使
用
対
校
本

　
『
初
代
柳
亭
蔵
書
目
録
』
著
録
の
「
方
丈
記
」
が
校
合
の
際
の
「
イ
本
」
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
右
に
述
べ
た
が
、
校
合
に
当
た
っ

て
実
際
に
、
種
彦
が
い
か
な
る
本
文
を
有
す
る
ど
の
よ
う
な
伝
本
を
対
校
本
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

例
え
ば
、
元
禄
頃
写
本
の
末
尾
部
に
、

435
～

436
「
鳧
鐘
の
念
仏
両
三
返
申
て
や
み
ぬ
」
と
い
う
特
異
な
本
文
が
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
、

「
不
請
」
「
不
祥
」
「
不
浄
」
な
ど
→
「
ふ
し
や
う
」
→
「
鳧
鐘
」
と
い
っ
た
経
路
を
辿
っ
て
生
じ
た
本
文
に
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
特
異
な

派
生
本
文
に
対
し
て
、
種
彦
は
全
く
何
も
注
記
し
て
い
な
い
が
、
種
彦
の
手
許
に
あ
っ
た
対
校
本
も
同
じ
く
「
鳧
鐘
」
で
あ
っ
た
可
能
性

は
極
め
て
低
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
例
え
ば
、
元
禄
頃
写
本
に

　

36
～
37
其
中
の
人
現
心
な
ら
ん
や
。
〔
或
煙
に
む
せ
ひ
て
倒
れ
伏
し
〕
或
焰
に
ま
か
れ
て
忽
に
死
ぬ
。

　

187
お
そ
れ
ぬ
中
に
を
そ
る
へ
き
は
、
唯
地
震
也
〔
と
こ
そ
覚
え
侍
り
し
か
〕
。

　

413 

～
415
…
…
魚
鳥
の
あ
り
さ
ま
と
み
よ
。
魚
は
水
に
あ
か
す
。
〔
魚
に
あ
ら
さ
れ
は
其
心
を
し
ら
す
〕
鳥
は
林
を
ね
か
ふ
。
鳥
に
あ
ら
さ

れ
は
其
心
を
し
ら
す
。

と
見
え
る
部
分
、
諸
本
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
の
取
り
上
げ
る
広
本
系
統
の
十
七
の
諸
本
に
お
い
て

は
い
ず
れ
も
、
若
干
の
文
言
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
〔　

〕
内
に
載
せ
た
本
文
が
共
通
し
て
、
そ
の
位
置
に
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
当

該
『
方
丈
記
』
写
本
に
は
そ
の
本
文
が
な
い
。
し
か
し
、
右
の
三
箇
所
の
ど
れ
に
も
、
種
彦
は
何
ら
注
記
し
て
い
な
い
。
種
彦
の
手
許
に

あ
っ
た
対
校
本
が
、
こ
れ
ら
三
箇
所
の
本
文
の
誤
脱
を
三
箇
所
と
も
同
じ
よ
う
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
偶
然
も
、
か
な
り
想
定

し
難
い
で
あ
ろ
う
。
序
で
に
右
引
中
の
二
重
傍
線
部
「
ぬ
」
「
と
」
は
明
ら
か
に
、
「
の
」
「
を
」
を
誤
写
し
た
も
の
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
も
や
は
り
種
彦
の
注
記
は
な
い
。
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種
彦
の
校
合
お
よ
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
異
本
注
記
は
、
前
々
節
に
述
べ
た
注
記
の
あ
り
方
か
ら
も
窺
え
る
だ
ろ
う
が
、
全
体
と
し
て

相
当
に
丹
念
に
緻
密
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
事
例
は
、
種
彦
が
対
校
本
と
の
相
違
点
を
逐
一
漏

ら
さ
ず
注
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
（

265
「
打
覆
を
ふ
き
。
て
づ
き
目
毎
に
」
の
よ
う
に
、
種

彦
の
誤
読
に
よ
る
ら
し
い
区
切
符
号
や
濁
点
が
見
ら
れ
も
す
る
）
。
と
い
う
こ
と
は
、
種
彦
が
注
記
し
た
異
本
本
文
を
す
べ
て
元
禄
頃
写
本

に
反
映
さ
せ
た
と
し
て
も
、
種
彦
の
手
許
に
あ
っ
た
対
校
本
の
本
文
に
は
な
り
得
な
い
、
そ
れ
を
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
異
本
本
文
と
し
て
注
記
さ
れ
て
い
る
の
が
概
ね
、
正
保
版
本
と
同
様
の
本
文
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
看
取
し
得
る
も
の
の
、
い
か
な
る
も
の
を
種
彦
が
対
校
本
と
し
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
一
方
で
、
校
合
な
ど
の
折
に
種
彦
の
手
許
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
も
存
す
る
。
先
に
も
引
い
た
が
、

322
「
ほ
く
み
」
に

対
す
る
天
部
余
白
の
注
記
に
、
「
元
隣
本
ニ
ハ

ほ
ぐ
み
ト
に
ご
り
を
う
ち
た
り
」
と
見
え
る
。
「
元
隣
本
」
と
は
、
山
岡
元
隣
の
『
鴨
長
明
方

丈
記
之
抄
』
（
『
首
書
方
丈
記
』
）
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
同
書
は
確
か
に
、
「
ほ
ぐ
み
」
と
す
る
。
同
書
が
種
彦
の
手
許
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
保
版
本
に
拠
っ
た
と
さ
れ
る
同
書
所
載
の
『
方
丈
記
』
本
文
が
、
対
校
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
上
引
注
記
の
直
前
に
「
イ
本
ニ
ほ
ゝ
み
ト
ア
リ
」
と
記
す
か
ら
、
元
隣
本
と
は
異
な
る
「
イ
本
」
も
、
種
彦
の

手
許
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
隣
本
と
こ
の
「
イ
本
」
と
併
せ
て
少
な
く
と
も
二
種
の
対
校
本
を
手
許
に
置
い
て
、
校
合
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
先
に
筆
跡
比
較
の
資
料
の
一
つ
と
し
た
種
彦
の
考
証
随
筆
『
骨
董
集
ほ
り
か
ひ
』
に
つ
い
て
、
「
一
つ
の
資
料

を
引
用
す
る
際
に
も
、
刊
年
の
異
な
る
写
本
や
刊
本
を
比
較
す
る
」
こ
と
が
、
特
徴
の
一
つ
と
し
て
見
出
さ
れ
て
い
る

）
5
（

か
ら
、
複
数
の
対

校
本
が
種
彦
の
手
許
に
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
可
能
性
の
方
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

小
稿
に
お
い
て
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
伝
来
や
本
文
の
位
置
と
い
っ
た
基
礎
的
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な
事
柄
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
い
た
う
え
で
、
全
面
的
に
見
ら
れ
る
朱
筆
書
入
が
、
校
合
結
果
に
基
づ
く
異
本
注
記
を
中
心
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
し
て
、
紛
れ
も
な
く
柳
亭
種
彦
自
筆
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
得
た
。
さ
ら
に
、
書
入
れ
を
含
め
た
全
体
の
翻
刻
等
を

後
掲
し
て
も
い
る
。
い
つ
の
時
点
の
も
の
な
の
か
、
い
か
な
る
対
校
本
が
手
許
に
あ
っ
た
か
な
ど
は
不
詳
な
が
ら
、
『
草
短
歌
』
と
同
様
の

柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
の
全
容
が
、
種
彦
の
文
献
学
的
な
営
為
の
一
つ
と
し
て
新
た
に
、
明
る
み
に
出
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、

近
世
に
お
け
る
『
方
丈
記
』
享
受
の
一
局
面
と
し
て
も
銘
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
全
体
の
影
印
を
付
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
の
で
あ
ろ
う
が
、
諸
般
の
事
情
あ
っ
て
難
し
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。

〈
注
〉

（
1
） 

拙
稿
「
京
都
女
子
大
学
図
書
館
『
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
―
概
要
と
『
方
丈
記
宜
春
抄
』
新
出
写
本
紹
介
―
」（『
女
子
大
国
文
』
171
、
令
4
）
参
照
。

（
2
） 

池
田
廣
司
編
『
中
世
近
世
道
歌
集
』
（
古
典
文
庫
一
八
〇
、
昭
37
）
。
そ
の
他
、
福
井
久
藏
編
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
（
不
二
書
房
、
昭
2
）
や
高
木
三

男
「
草
短
歌
」
（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
報
『
つ
く
ば
ね
』
第
五
巻
第
三
号
、
昭
54
）
参
照
。

（
3
） 

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書

之
部
第
十
一
巻
『
遊
女
評
判
記
集
』
（
八
木
書
店
、
昭
48
）
所
載
影
印
に
拠
る
。

（
4
） 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
3
） 

佐
藤
悟
「
柳
亭
種
彦
『
骨
董
集
ほ
り
か
ひ
』
解
題
と
影
印
」
（
『
近
世
文
学
論
輯
』
和
泉
書
院
、
平
5
）
所
載
影
印
に
拠
る
。

（
4
） 

日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
32
『
近
世
書
目
集
』
（
日
本
古
典
文
学
会
、
平
1
）
所
載
影
印
（
佐
藤
悟
解
説
）
に
拠
る
。
ま
た
、
松
本
隆
信
「
初
代
柳
亭

蔵
書
目
録 

写
本 

二
冊　

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
」
（
国
文
学
論
叢
第
一
輯
『
西
鶴 
研
究
と
資
料
』
、
至
文
堂
、
昭
32
）
参
照
。

（
5
）
金
美
眞
『
柳
亭
種
彦
の
合
巻
の
世
界
―
過
去
を
蘇
ら
せ
る
力
「
考
証
」
―
』
（
若
草
書
房
、
平
29
）
第
一
章
「
『
骨
董
集
ほ
り
か
ひ
』
考
」
。
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【
付
記
】

　

・
元
禄
頃
写
本
そ
の
も
の
を
引
用
す
る
場
合
、
種
彦
の
書
入
れ
と
は
別
に
、
適
宜
句
読
点
な
ど
を
施
し
て
い
る
。

　

・
小
稿
は
、
令
和
四
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
に
お
け
る
授
業
「
中
世
文
学
演
習
Ⅰ
Ｂ
」
の
中
で
、
受
講
生
の
澤
田
明
日
香
と
行
っ
た
検

討
を
、
一
つ
の
出
発
点
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

・
こ
の
度
思
い
掛
け
ず
訃
報
に
接
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
井
上
博
嗣
先
生
に
は
、
本
学
着
任
以
来
長
き
に
亘
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
翻
刻
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
（
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
）

　

・
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
通
行
字
体
に
改
め
た
。

　

・
行
送
り
は
元
の
ま
ま
と
し
、
行
番
号
を
五
行
ご
と
に
行
頭
に
付
し
た
。
ま
た
、
半
丁
ご
と
に
、
そ
の
末
尾
を 

」
1
オ 

な
ど
と
示
し
た
。

　

・
様
々
に
施
さ
れ
た
朱
筆
書
入
れ
の
う
ち
、
振
り
仮
名
（
片
仮
名
）
・
傍
記
送
り
仮
名
（
片
仮
名
）
と
濁
点
・
返
り
点
・
区
切
り
符
号
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

加
え
た
形
で
翻
刻
し
た
。
ま
た
、
区
切
り
符
号
は
句
点
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
振
り
仮
名
（
片
仮
名
）・
傍
記
送
り
仮
名
（
片
仮
名
）・
濁
点
・
返
り
点
・
句

点
（
区
切
り
符
号
）
は
、
す
べ
て
朱
筆
書
入
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
逆
に
、
そ
れ
ら
以
外
の
傍
記
や
見
せ
消
ち
は
、
朱
筆
書
入
れ
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

元
禄
頃
筆
写
本
文
と
同
筆
の
、
元
の
も
の
）
。
た
だ
し
、
濁
点
の
一
部
に
は
、
朱
筆
書
入
れ
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
元
禄
頃
筆
写
本
文
と
同
筆
の
、
元
の
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
下
欄
に
＊
印
を
冠
し
て
注
記
し
た
。

　

・
右
以
外
の
朱
筆
書
入
れ
に
つ
い
て
は
、
下
欄
に
示
す
。
書
入
れ
の
見
ら
れ
る
行
の
番
号
を
掲
げ
た
う
え
で
、
書
入
れ
の
あ
る
位
置
な
ど
と
と
も
に
掲
出
し

た
。
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・
朱
筆
書
入
れ
が
異
本
本
文
を
注
記
す
る
際
、
同
本
文
と
対
応
す
る
元
禄
頃
筆
写
本
文
の
範
囲
を
明
示
す
る
た
め
の
線
が
引
か
れ
て
い
た
り
す
る
が
（
後
掲

「
【
影
印
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
（
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
）
2
オ
・
21
オ
」
参
照
）
、
そ
う
し
た
も
の
は
再
現
し
得
て
い
な
い
。
た
だ
、
例
え
ば
「
16
『
へ

る
た
め
し
』
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
『
ィ
ひ
去サ

ル

さ
ま
い
は
ゞ
』
。
」
と
い
う
よ
う
に
記
し
た
場
合
、
異
本
本
文
（
「
ィ
ひ
去サ

ル

さ
ま
い
は
ゞ
」
）
と
対
応
す
る
元

禄
頃
写
本
本
文
「
へ
る
た
め
し
」
の
範
囲
が
、
線
を
引
く
な
ど
何
ら
か
の
形
で
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
例
え
ば
「
1
『
凡
』
の

右
に
『
行
』
。
」
の
よ
う
に
記
し
た
場
合
、
元
禄
頃
写
本
本
文
「
凡
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
異
本
本
文
「
行
」
が
注
記
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の

の
、
対
応
す
る
元
禄
頃
写
本
本
文
の
範
囲
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

・
例
え
ば
「
65
『
さ
（
字
母
「
散
」
）
る
』
の
右
に
『
サ
』
。
」
の
場
合
、
傍
線
部
の
元
禄
頃
写
本
本
文
「
さ
」
の
右
に
、
「
サ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　

凡
川
の
流
れ
は
絶
ず
し
て
し
か
も
本
の
水
に

　

あ
ら
ず
。

淀
ヨ
ド
ミ

に
う
か
ぶ
う
た
か
た
は
。
且
消
且
結
び

　

て
久
し
く
と
ま
る
事
な
し
。
世ヨ

ノ

界ナ
カ

に
あ
る

　

人
と
。
住
家
と
。
又
如
レ

此
カ
ク
ノ

。
玉
敷
の
都
の
内
に
。

5
棟
を
な
ら
べ
甍
を
あ
ら
そ
へ
る
。
高
き
い
や

　

し
き
人
の
住
居
は
。
世
ゝ
を
へ
て
つ
き
せ
ぬ

　

も
の
な
れ
ど
。
是
を
誠
か
と
尋
ぬ
れ
ば
。
む
か
し　
　
　

」
1
オ

　

有
し
家
は
ま
れ
也
あ
る
は
大
家
は
ほ
ろ
び
て

　

小
家
と
な
り
。
住
人
も
是
に
同
じ
。
所
も
か
は
ら
ず

1
「
凡
」
の
右
に
「
行
」
。

9
「
り
」
の
右
に
「
ィ
る
」
。
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10
人
も
お
ほ
か
れ
ど
。
い
に
し
へ
見
し
人
は
。
二
三
十
人
が

　

中
に
僅
に
一
人
二
人
也
。
朝
に
死
し
夕
に

　

生
る
ゝ
な
ら
ひ
。
唯
水
の
泡
に
似
た
り
け
り
。

　

し
ら
ず
死
る
人
何
方
よ
り
来
り
て
何
方
へ
か

　

さ
る
。
又
し
ら
ず
。
仮
の
や
と
り
誰
が
為
に
心
を

15
悩
し
何
に
よ
り
て
か
身
を
悦
ば
し
む
る
。
其
あ
る
じ
と　
　

」
1
ウ

　

住
家
と
。
無
常
を

争
ア
ラ
ソ

へ
る
た
め
し
朝
か
ほ
の

　

露
に
こ
と
な
ら
ず
。
あ
る
は
露
お
ち
て
花
残
り

　

け
り
。
残
る
と
い
へ
ど
も
朝
日
に
か
れ
ぬ
。
或
は

　

花
は
し
ぼ
み
て
露
な
を
消
ず
。
と
い
へ
ど
も
夕
を

20
待
事
な
し
。
凡
も
の
ゝ
心
を
し
れ
り
し
よ
り

　

四
十
余
り
の
春
秋
を
送
る
間
に
。
世
の
不

　

思
議
を
み
る
事
や
ゝ
度
々
に
な
り
ぬ
。
去
ル

　

安
元
三
年
四
月
廿
八
日
か
と
よ
風
烈
敷
吹
て　
　
　
　
　
　

」
2
オ

　

静
な
ら
ざ
り
し
夜
。
戌
の
時
は
か
り
都
の
巽
よ
り

25
火
出
来
て
。

乾
イ
ヌ
ヰ

に
至
る
は
て
は
朱
雀
門
大
極

　

殿
大
学
寮
民
部
省
ま
で
う
つ
り
て
。
一
夜
が

　

程
に
灰
と
な
り
に
き
。
火
も
と
は
樋
口
富
小

  

＊
10
「
が
」
の
濁
点
は
、
朱
筆
書
入
れ
で
な
く
元
の
も
の
。

13
「
ず
」
と
「
死
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
△
う
ま
れ
」
。

15
「
身
」
の
右
に
「
ィ
目
」
。

  

＊
15
「
ば
」
の
濁
点
は
、
朱
筆
書
入
れ
で
な
く
元
の
も
の
。

16
「
へ
る
た
め
し
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ひ
去サ

ル

さ
ま
い
は
ゞ
」
。

17
「
り
け
り
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
れ
り
」
。

19
「
ず
」
と
「
と
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
△
き
え
ず
」
。

20
「
凡
」
の
右
に
「
予
ィ
」
。

25
「
来
」
と
「
て
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
り
」
。　

25
「
て
」
と
「
は
」

の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
に
」
。
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路
と
か
や
病
人
宿
せ
る
仮
屋
よ
り
出
来
る
と

　

な
む
。
吹
ま
よ
ふ
風
に
と
か
く
う
つ
り
行
ほ
ど
に
。

30
扇
を
ひ
ろ
げ
た
る
ご
と
く
末
ひ
ろ
に
な
り
ぬ
。

　

と
を
き
家
は
烟
に
む
せ
び
。
近
き
あ
た
り
は　
　
　
　
　
　

」
2
ウ

　

一
向
焔
を
地
に
吹
つ
け
た
り
。
空
に
は
灰
を
ふ
き

　

立
た
れ
ば
。
火
の
光
に
昧
ま
し
て
あ
ま
ね
く

　

紅
な
る
中
に
風
に
た
え
ず
吹
き
ら
れ
た
る
炎
。

35
飛
が
ご
と
く
に
し
て
。
一
二
町
を
越
つ
ゝ
う
つ
り
行

　

其
中
の
人
現
心
な
ら
ん
や
。
或
焰
に
ま
か
れ
て

　

忽
に
死
ぬ
。
或
遁
れ
た
れ
ど
も
資
財
を
取

　

出
す
に
及
は
ず
。
七
珍
万
宝
さ
な
が
ら

灰
ク
ワ
イ

煙

　

と
な
り
に
き
。
其
費
い
く
ば
く
ぞ
此
度
公
卿
の　
　
　
　
　

」
3
オ

40
家
十
六
焼
た
り
ま
し
て
其
外
は
数
し
ら
ず
。

　

す
べ
て
都
の
内
三
分
が
一
に
及
へ
り
と
ぞ
男
女

　

死
る
も
の
数
千
人
牛
馬
の
類
辺
際
を
し
ら
ず

　

人
の
い
と
な
み
皆
お
ろ
か
な
る
中
に
。
さ
し
も

　

危
き
京
中
の
家
を
作
る
と
て
賤財

を
費
し

45
心
を
悩
す
事
は
。
す
ぐ
れ
て
あ
ぢ
き
な
く
侍
る

33
「
昧
ま
し
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
映
じ
」
。

37
「
或
」
と
「
遁
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
又
は
づ
か
に
身

一
ツ
辛
く
し
て
」
。　

38
「
煙
」
に
対
し
て
、
天
部
余
白
に
「
燼ジ

ン

」
。

  

＊
41
「
べ
」
の
濁
点
は
、
朱
筆
書
入
れ
で
な
く
元
の
も
の
。

42
「
牛
馬
」
の
右
に
「
ィ
馬
牛
」
。

45
「
く
」
と
「
侍
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
ぞ
」
。
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べ
き
又
治
承
四
年
卯
月
廿
九
日
の
こ
ろ
。

　

中
御
門
京
極
の
辺
よ
り
大
き
な
る
辻
風　
　
　
　
　
　
　
　

」
3
ウ

　

発
り
て
。
六
條
わ
た
り
ま
で
い
か
め
し
く
吹
け
る

　

事
侍
り
き
。
三
四
町
を
か
け
て
吹
ま
く
る
間
に

50
其
中
に
こ
も
れ
る
家
ど
も
大
な
る
も

小
チ
ヒ
サ

き
も

　

一
つ
と
し
て
破
ざ
る
は
な
し
。
さ
な
が
ら
平
地
に

　

倒
れ
た
る
も
有
桁
柱
ば
か
り
残
る
も
あ
り
。

　

又
門
の
上
を
吹
は
な
ち
て
四
五
丁
が
程
に

　

た
て
又
垣
を
は
ら
ひ
て
隣
と
ひ
と
つ
に
な
せ
り
。

55
況
家
の
内
の
宝
。
数
を
尽
し
て
空
に
あ
かか

り
〻

　
　
　
　
　
　

」
4
オ

　

檜
ふ
き
の
類
冬
の
木
の
葉
の
風
に
乱
る
ゝ
が

　

ご
と
し
。
塵
を
煙
の
ご
と
く
吹
き
た
て
た
れ
ば
都
て

　

目
も
み
え
ず
。
夥
敷
な
り
ど
よ
む
音
に
物

　

い
ふ
声
も
き
こ
え
ず
。
地
獄
の
業ゴ

フ

風
な
り
と
も

60
か
く
こ
そ
は
と
ぞ
覚
え
け
る
。
家
の
損
亡
す
る

　

の
み
な
ら
ず
。
是
を
取
繕
ふ
間
に
身
を
そ
こ

　

な
ひ
か
た
わ
つ
け
る
も
の
数
を
不
知
。
此
風

坤
ヒ
ツ
シ
サ
ル

の

　

方
に
う
つ
り
行
て
。
お
ほ
く
の
人
の
歎
を
な
せ
り
。　
　
　

」
4
ウ

47
「
辺
」
の
右
に
「
程ホ

ド

」
。

49
「
く
」
の
右
に
「
は
ィ
」
。

51
「
地
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。

53
「
程
」
の
右
に
「
外
ィ
」
。

54
「
た
て
」
の
右
に
「
ィ
お
き
」。　

54
「
を
」
と
「
は
」
の
間
に
「
○
」、

そ
の
右
に
「
ィ
吹
」
、
天
部
余
白
に
「
吹 

ナ
キ
カ
タ
是
ナ
ル
ベ
シ
」
。

56
「
の
」
と
「
類
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
板
の
」
。
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辻
風
は
常
に
吹
も
の
な
れ
ど
か
ゝ
る
事
や
は
あ
る
。

65
た
ゞ
事
に
あ
ら
ず
さ
る
べ
き
物
の
さ
と
し
哉

　

と
ぞ
疑
ひ
侍
り
し
。
又
同
年
の
水
無
月
の

　

比
俄
に
都
う
つ
り
侍
り
き
。
最
も
思
の
外

　

な
り
し
事
也
。
大
か
た
此
京
の
始
を
聞
ば
嵯
峨

　

天
皇
の
御
宇
都
と
定
り
け
る
よ
り
後
。
已
に

70
数
百
歳
を
経
た
り
。
事
な
く
て
た
や
す
く

　

改
む
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
。
是
を
世
の
人
た
や
す
か
ら
ず　
　

」
5
オ

　

愁
あ
へ
る
さ
ま
こ
と
は
り
に
も
過
た
り
。
さ
れ
ど

　

兎
角
い
ふ
甲
斐
な
く
て
帝
よ
り
始
奉
り

　

大
臣
公
卿
悉
く
移
り
給
ひ
ぬ
。
世
に
つ
か
ふ
る

75
ほ
ど
の
人
た
れ
か
一
人
故
郷
に
残
ら
ん
。
官
位
に

　

思
を
か
け
主
君
の
影
を
頼
む
ほ
と
の
人
は
。

　

一
日
成
と
も
と
く
移
ら
ん
と
は
げ
み
あ
へ
り
。
時
を

　

失
ひ
世
に
あ
ま
さ
れ
。
期
す
る
所
な
き
も
の
は

　

愁
な
が
ら
留
り
お
り
。
軒
を
争
ひ
し
人
の　
　
　
　
　
　
　

」
5
ウ

80
住
居
日
を
経
つ
ゝ
あ
れ
ゆ
く
。
家
は
こ
ぼ
た
れ
て

　

淀
川
に
う
か
ひ
地
は
目
前
に
畠
と
な
る
人
の

65
「
さ
（
字
母
「
散
」
）
る
」
の
右
に
「
サ
」
。

  

＊
65
「
ゞ
」
の
濁
点
は
、
朱
筆
書
入
れ
で
な
く
元
の
も
の
。

66
「
し
」
の
右
に
「
き
」
。

67
「
も
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。

71
「
む
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ま
る
」
。

73
「
奉
り
」
の
下
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
て
」
。

78
「
れ
」
と
「
期
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
て
」
。
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心
皆
改
り
て
。
只
馬
鞍
を
重
し
と
す
牛
車

　

を
用
と
す
る
人
な
し
西
南
海
の
所
領
を
願
ひ

　

東
北
の
庄
園
を
ば
好
ま
ず
。
其
時
を
の
づ
か
ら

85
事
の
た
よ
り
有
て
。
摂
津
の
国
今
の
京
に
至
れ
り

　

所
の
有
さ
ま
を
み
る
に
。
其
地
程
狭
く
て

　

條テ
ウ
リ里

を
わ
る
に
た
ら
ず
。
北
は
山
に
そ
ひ
へ
て　
　
　
　
　

」
6
オ

　

高
く
南
は
海
に
近
く
て
下
れ
り
。
波
の
音
常
に

　

嘩
カ
マ
ビ
ス

し
く
て
し
ほ
風
こ
と
に
は
げ
し
く
。
内
裡
は

90
山
の
中
な
れ
ば
。
彼
木
の
丸
殿
も
か
く
や
と

　

中
〳
〵
様
か
は
り
て
。
優イ

ウ

な
る
方
も
侍
り
き
。
日
々
に

　

こ
ぼ
ち
て
い
つ
れ
も
せ
き
あ
へ
ず
つ
れ
び
下
す
家

　

い
つ
く
に
つ
く
る
に
か
あ
ら
ん
。
猶
む
な
し
き
地
は

　

お
ほ
く
造レ

る
家
は
す
く
な
し
。
故
郷
は
既
に
荒
て

95
新
都
は
い
ま
だ
な
ら
ず
あ
り
と
し
あ
る
人
み
な　
　
　
　
　

」
6
ウ

　

浮
雲
の
思
を
な
せ
り
。
元
来
此
所
に
居
る
も
の
は

　

地
を
失
ひ
て
愁
へ
。
今
移
り
住
人
は
土
木
の

　

わ
つ
ら
ひ
有
事
を
歎
く
。
道
の
ほ
と
り
を
み
れ
ば

　

車
に
乗
へ
き
は
馬
に
乗
衣
冠
布
衣
な
る
べ
き
は

82
「
を
」
と
「
重
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
の
み
」
。

82
「
し
と
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
く
」
。

84
「
北
」
と
「
の
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
国
」
。

92
「
い
つ
れ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
川
」
。　

92
「
つ
れ
」
に
対

し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
は
こ
」
。
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100
直
垂
を
着
た
り
。
都
の
条
理
忽
に
改
り
て

　

。
只
ひ
な
び
た
る
武
士
に
事
な
ら
ず
。
是
は
世
の

　

乱
る
ゝ
瑞
相
哉
と
聞
あ
ひ
け
る
も
し
か
し
日
を

　

経
つ
ゝ
世
の
中
う
き
た
ち
て
。
人
の
心
も
修
ら
す　
　
　
　

」
7
オ

　

民
の
愁
終
に
む
な
し
か
ら
ざ
れ
ば
。
同
年
の
冬

105
猶
此
京
に
還
り
給
ひ
に
き
。
さ
れ
ど
こ
ぼ
ち

　

わ
た
せ
り
し
家
ど
も
如
何
に
成
り
け
る
に
か
。

　

悉
く
も
と
の
や
う
に
も
作
ら
ず
。
ほ
の
か
に
伝
聞
に
。

　

い
に
し
へ
の
賢
き
御
代
に
は
憐ミ

を
以
国
を
治
。

　

則
御
殿
に
か
や
を
ふ
き
て
。
軒
を
だ
に
も
と
ゝ

110
の
え
ず
。
煙
の

乏
ト
モ
シ

き
を
見
給
ひ
し
時
は

　

か
き
り
あ
る
御ミ

ツ
ギ調

物
を
さ
へ
ゆ
る
さ
れ
き
。
是
民
を　
　
　

」
7
ウ

　

恵
み
代
を
た
す
け
給
ふ
に
よ
つ
て
也
。
今
の
世
の

　

有
さ
ま
む
か
し
に
な
ぞ
ら
へ
て
知
ぬ
べ
し
。
又
養
和

　

の
比
か
と
よ
久
し
く
な
り
て
た
し
か
に
も
覚
え
ず
。

115
二
年
が
間
に
飢
渇
し
て
浅
ま
し
き
事
侍
り
き

　

或
は
春
夏
旱

ヒ
デ
リ

或
秋
冬
大
風
大
水
な
ど

　

よ
か
ら
ぬ
事
ど
も
打
つ
ゞ
き
五
穀
悉
く
み
の
ら
ず
。

102
「
哉
と
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
イ
と
か
」
。　

102
「
し
か
し
」

（
「
か
」
は
「
る
」
の
誤
写
か
）
の
右
に
「
く
」
。　

103
「
す
」
（
虫
損

に
よ
り
一
部
欠
）
の
右
に
「
ず
」
。

104
「
ざ
」
と
「
れ
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
り
け
」
。　

104

「
冬
」
（
虫
損
に
よ
り
一
部
欠
）
の
右
に
「
冬
」
。

110
「
ひ
し
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ふ
」
。

 

112
「
つ
」
の
右
に
「
り
」
。

113
「
有
」
の
上
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
中
の
」
。

115
「
に
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
イ 

ナ
シ
」
、
さ
ら
に
そ
の
右
に
「
衍

字
歟
」
。
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空
く
春
耕
。
夏
種
と
る
い
と
な
み
の
み
あ
り
て
。

　

秋
苅
冬
収
る
ぞ
め
き
は
な
し
。
是
に
よ
り
て　
　
　
　
　
　

」
8
オ

120
国
々
の
民
或
は
地
を
捨
て
境
を
出
。
或
は
家
を

　

忘
れ
て
土
に
す
む
さ
ま
〴
〵
御
祈
は
じ
ま
り
。

　

な
べ
て
な
ら
ぬ
法
ど
も
行
は
る
れ
ど
も
其
験
更
に

　

な
し
。
都
の
な
ら
ひ
。
何
か
に
付
て
も

源
ミ
ナ
モ
ト

は
田
舎
を

　

こ
そ
頼
め
る
に
絶
て
の
ぼ
る
も
の
な
け
れ
ば
。
さ
の
み

125
や
は
み
さ
を
も
作
り
あ
へ
む
。
念
じ
侘
つ
ゝ

　

宝
物
か
た
は
し
捨
る
ご
と
く
す
れ
ど
も
。
更
に
目
に

　

見
た
る
人
な
し
。
た
ま
〳
〵
か
ふ
る
も
の
は
。
金
を
軽
く
し
」
8
ウ

　

粟
を
重
く
す
。
乞
食
道
の
辺
に
多
く
愁

　

悲
ふ
声
耳
に
み
て
り
。
先
の
年
も
如
此
し
て

130
暮
ぬ
。

翌
ア
ク
ル

年
は
た
ち
な
を
る
べ
き
か
と
思
ふ
に
。

　

剰
え
や
み
う
ち
そ
ひ
て
。
ま
さ
る
や
う
に
跡
か
た

　

な
し
。
世
の
人
皆
飢
死
け
れ
ば
。
日
を
そ
へ
宛ツ

ゝ

　

き
は
ま
り
ゆ
く
さ
ま
。
少
水
の
魚
の
た
と
へ
に
か
な

　

へ
り
。
は
て
に
は
笠
う
ち
き
。
足
引
つ
ゝ
み
。
よ
ろ

135
し
き
姿
し
た
る
も
の
ひ
た
す
ら
家
ご
と
に　
　
　
　
　
　
　

」
9
オ

118
「
種
と
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
う
ゝ
」。
天
部
余
白
に
「
夏
植う

ゝ

る
」。

120
「
家
を
」
（
虫
損
に
よ
り
一
部
欠
）
の
右
に
「
を
」
。

121
「
土
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
山
」
。

122
天
部
余
白
に
「
ィ
更
に
そ
の
し
る
し
」
。

123
「
都
」
の
右
に
「
ィ
京
」
。

125
「
み
さ
（
字
母
「
散
」
）
を
」
の
右
に
「
サ
ホ
」
。

127
「
た
」
と
「
る
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
○
つ
」
。

129
「
此
」
と
「
し
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
辛
く
」
。

132
「
そ
へ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
へ
」
。

135
「
に
」
（
虫
損
に
よ
り
一
部
欠
）
の
右
に
「
に
」
。
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乞
あ
り
く
。
角
わ
び
し
れ
た
る
も
の
共
あ
り
く
か
と

　

見
れ
ば
則
倒
れ
死
ぬ
。
築ツ

イ

地ヒ
チ

の
辻
路
頭
に

　

飢
死
る
類
は
数
不
知
。
取
捨
る
わ
ざ
も
な
け
れ
ば
。

　

く
さ
き
香
世
界
に
み
ち
〳
〵
て
か
は
り
ゆ
く
形

140
有
さ
ま
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
事
お
ほ
か
り
き
。
況
哉ヤ

　

河
原
な
ど
に
は
馬
車
の
行
違
ふ
道
だ
に
も
な
し
。

　

あ
や
し
き
賤
山
か
つ
も
力
つ
き
て
。
薪
さ
へ

　

乏
し
く
成
ゆ
け
ば
。
頼
む
か
た
な
き
人
は
み
づ
か
ら　
　
　

」
9
ウ

　

家
を
こ
ぼ
ち
て
市
に
出
て
売
る
に
。
一
人
が
持
出

145
ぬ
る
あ
た
ひ
。
な
を
一
日
が
命
を
つ
ゞ
け
る
だ
に

　

及
は
す
と
ぞ
。
怪
事
は
か
ゝ
る
薪
の
中
に
丹ニ

ツ
キ付

　

金
銀
の
箔
所
々
に
付
て
見
ゆ
る
。
木
の
わ
れ

　

相
ま
し
は
る
有
是
を
尋
れ
ば
す
べ
き
方
も
な
き

　

も
の
ゝ
古
寺
に
至
り
て
仏
を
盗
み
堂
の
も
の
ゝ

150
具
を
破
取
て
割
砕
け
る
也
け
り
。
濁
悪
の

　

世
に
し
も
生
れ
あ
ひ
て
。
か
ゝ
る
心
う
き
わ
さ
を
な
ん　
　

」
10
オ

　

見
侍
り
き
。
又
哀
な
る
事
侍
り
き
。
さ
り
が
た
き

　

男
女
な
ど
持
た
る
も
の
は
。
其
心
ざ
し
ま
し
て
深
き
は

137
「
辻
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
つ
ら
」
。

145
「
つ
ゞ
け
る
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
さ
ゝ
ふ
る
に
」
。

148
「
は
る
有
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
れ
り
」
。　

148
「
も
」
に
対

し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。

152
「
た
き
」
（
虫
損
に
よ
り
一
部
欠
）
の
右
に
「
き
」
。

153
「
ま
し
て
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
さ
り
」
。
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必
死
す
。
其
故
は
我
身
を
次
に
な
し
て
男
に
も

155
あ
れ
。
女
に
も
あ
れ
痛
は
し
く
思
ふ
方
に
。
た
ま
〳
〵

　

乞
得
た
る
物
を
先
ゆ
づ
る
に
よ
り
て
也
。
さ
れ
ば

　

父
子
有
も
の
は
定
れ
る
事
に
て
親
に
先
だ
て

　

死
け
り
。
父
母
が
命
尽
て
ふ
せ
る
を
し
ら
ず

　

し
て
。
い
と
け
な
き
子
の
其
乳
房
に
す
ひ
付
て　
　
　
　
　

」
10
ウ

160
ふ
せ
る
な
と
も
有
け
り
。
仁
和
寺
に
隆リ

ウ

暁
法
印
と

　

い
ふ
人
。
か
く
し
つ
ゝ
数
不
知
死
ぬ
る
事
を
悲
し
み
て
。

　

聖
を
余
多
か
た
ら
ひ
て
死
首
の
見
ゆ
る
毎
に

　

阿
字
を
書
て
縁
に
結
ば
し
む
る
わ
ざ
を
な
ん
せ
ら
れ

　

け
る
。
其
数
を
し
ら
すむ

と
〻

て
四
五
月
が
程
か
ぞ
へ

165
け
れ
ば
。
京
の
中
一
條
よ
り
南
九
条
よ
り
北
京
極

　

よ
り
西
朱
雀
よ
り
東
の
道の

辺
に
あ
る
首
都
て

　

四
万
弐
千
三
百
余
な
ん
有
け
る
。
況
哉
其
前
後
に　
　
　
　

」
11
オ

　

死
る
も
の
も
お
ほ
く
。
河
原
に
有
白
川
西
の
京

　

も
ろ
〳
〵
の
辺
地
な
ど
を
加
へ
て
い
は
ゞ
際
限

170
有
べ
か
ら
ず
。
如
何
に
況
や
諸
国
七
道
を
や
。

　

ち
か
く
は
崇
徳
院
の
御
位
の
時
長
承
の
比

157
「
親
に
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ぞ
」
。　

157
「
だ
」
と
「
て
」
の

間
、
そ
の
右
に
「
つ
」
。

162
「
て
」
の
右
に
「
ィ
つ
ゝ
」
。　

162
「
て
」
と
「
死
」
の
間
に
「
△
」
、

そ
の
左
に
「
ィ
△
そ
の
」
。

164
「
五
」
と
「
月
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
両
」
。

167
「
に
」
（
虫
損
に
よ
り
一
部
欠
）
の
右
に
「
に
」
。

168
「
に
有
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。



101

京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
紹
介

　

か
と
よ
。
か
ゝ
る
た
め
し
有
け
る
と
き
く
其
世
の

　

有
さ
ま
は
不
知
。
ま
の
あ
た
り
い
と
め
づ
ら
か
に

　

悲
し
か
り
し
事
也
。
又
元
暦
の
比
大
な
ゐ

175
ふ
る
事
侍
り
き
。
其
さ
ま
常
な
ら
ず
山
崩
れ
て　
　
　
　
　

」
11
ウ

　

川
を
埋
み
海
か
た
ぶ
き
て
陸
を
ひ
た
せ
り
。

　

地
さ
け
て
水
涌
あ
が
り
巌
わ
れ
て
谷
に

　

ま
ろ
ひ
入
。
渚
漕
舟
は
浪
に
た
ゞ
よ
ひ
。
道
行

　

駒
は
足
の
立
ど
を
ま
ど
は
せ
り
。
況
哉
都
の

180
辺
に
は
在
々
所
々
堂
舎
塔
廟
一
つ
と
し
て

　

全
か
ら
ず
。
或
は
崩
或
倒
た
る
間
塵
灰
立

　

あ
か
り
盛
な
る
煙
の
ご
と
し
。
地
の
震フ

ル

き
家
の

　

破
る
音
雷
に
こ
と
な
ら
ず
。
家
の
中
に
お
れ
ば　
　
　
　
　

」
12
オ

　

忽
に
う
ち
ひ
し
げ
な
ん
と
す
。
走
り
け
れ
ば
ま
た

185
地
わ
れ
さ
く
。
羽
な
け
れ
ば
空
へ
も
上
る
べ
か
ら
ず
。

　

龍
な
ら
ね
ば
雲
に
の
ぼ
ら
ん
事
か
た
し
。

　

お
そ
れ
ぬ
中
に
。
を
そ
る
べ
き
は
唯
地
震
也

　

其
中
に
あ
る
武
士
の
ひ
と
り
子
の
六
七
ば
か
り
に

　

侍
り
し
が
築
地
の
覆
の
山
に
小
家
を
作
り
て
。

172
「
し
」
と
「
有
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
ィ
は
」
。　

172
「
く
」
に
対
し

て
、
そ
の
右
に
「
ィ
け
ど
」
。

174
「
暦
」
と
「
の
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
二
年
」
。
天
部

余
白
に
「
異
本
は
後
人
二
年
と
側
に
書
そ
へ
た
る
が
本
文
へ
い
り
し

に
や
」
。

177
「
地
」
の
右
に
「
つ
ち
」
。

  

＊
179
二
箇
所
の
「
ど
」
の
濁
点
は
、
朱
筆
書
入
れ
で
な
く
元
の
も
の
。

182
「
あ
か
」
の
右
に
「
ィ
の
ぼ
」
。　

182
「
き
」
の
右
に
「
ひ
」
。

188
「
其
中
に
」
以
下
の
右
に
、
「
け
り
と
ぞ
覚
え
侍
り
し
」
。

189
「
山
」
の
右
に
「
下
」
。
天
部
余
白
に
「
按 

下 

草
書
の
下
字
ヨ
リ
山
ト
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190
い
と
な
げ
な
る
あ
と
な
し
事
を
し
て
遊
び
し
が

　

俄
に
崩
れ
埋
ら
れ
て
。
跡
か
た
な
く
平
に　
　
　
　
　
　
　

」
12
ウ

　

打
ひ
し
が
れ
て
。
二
の
目
な
ど
一
寸
ば
か
り
打
出
さ
れ

　

た
る
を
。
父
母
か
ゝ
へ
て
声
を
惜
ま
ず
悲
し
み

　

あ
ひ
て
侍
り
し
こ
そ
哀
れ
に
悲
し
く
見
侍
り

195
し
か
。
子
の
悲
し
ひ
に
は
。
た
け
き
も
の
も
恥
を

　

わ
す
れ
け
り
と
お
ぼ
え
て
。
い
と
を
し
く
理
哉
と
ぞ

　

見
侍
り
し
。
か
く
夥
敷
震
事
は
暫シ

に
て

　

止に

し
か
。
其
名
残
し
は
ら
く
絶
ず
。
尋ヨ

ノ

常ツ
ネ

に

　

驚
く
程
の
地
震
二
三
十
度
ゆ
ら
ぬ
日
は　
　
　
　
　
　
　
　

」
13
オ

200
な
し
。
十
日
廿
日
過
に
し
か
ば
。
漸
間
遠
に
成
て

　

或
は
四
五
度
二
三
度
。
も
し
は
一
日
ま
ぜ
二
三
日
に

　

一
度
な
ど
。
大
か
た
其
名
残
三
月
斗
や
侍
り
け
ん

　

四
大
種
の
う
ち
に
。
水
火
風
は
常
に
害
を
な
せ

　

ど
。
大
地
に
至
て
は
こ
と
な
る
変
を
な
さ
ず

205
。
む
か
し
齊サ

イ

衡カ
ウ

の
比
か
と
よ
大
地
震
ふ
り
て
。

　

東
大
寺
の
仏
の
御ミ

ぐ
し
落
な
ど
し
て
。
い
み
じ
き

　

事
侍
れ
ど
。
猶
此
度
に
は
し
か
す
と
ぞ
。
則
み
な　
　
　
　

」
13
ウ

誤
シ
也
」
。　

190
「
い
と
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
は
か
」
。　

190

「
び
」
と
「
し
」
の
間
に
△
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
侍
り
」
。

198
「
く
」
と
「
絶
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
ィ
は
」
。

207
「
事
」
と
「
侍
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
ど
も
」
。
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無ア
ジ
キ
ナ
キ端

事
を
の
べ
て
。
聊
心
の
に
ご
り
も
う
す
ら
ぐ

　

か
と
見
し
程
に
。
月
日
か
さ
な
り
年
越
し
か
ば
。

210
後
は
言
の
葉
に
か
け
て
い
ひ
出
す
人
だ
に

　

な
し
。
都
て
世
の
有
に
く
き
事
。
我
身
と

　

栖
と
の
。
は
か
な
く
あ
だ
な
る
さ
ま
如
此
。
況
哉

　

所
に
よ
り
身
の
程
に
随
ひ
て
。
心
を
悩
す
事

　

あ
げ
て
か
ぞふ

べ
か
ら
ず
。
も
し
を
の
づ
か
ら
身

215
か
な
は
ず
し
て
。
権
門
の
傍
に
居
る
も
の
は
。　
　
　
　
　

」
14
オ

　

ふ
か
く

悦
ヨ
ロ
コ

ぶ
事
あ
れ
ど
も
。
大
に
た
の
し
ふ
に

　

あ
た
は
ず
。
歎
き
有
時
も
声
を
あ
げ
て
啼

　

事
。
進
退
安
か
ら
ず
た
と
へ
ば
雀
の
鷹
の

　

巣
に
近
け
る
が
こ
と
し
。
も
し
貧
し
て
冨
る

220
家
の
隣
に
居
れ
は
。
朝
夕
す
ぼ
き
姿
を

　

恥
て
諂
ひ
つ
ゝ
出
入
。
妻
子
僮
僕
の
う
ら

　

や
め
る
さ
ま
を
見
る
に
も
。
冨
る
家
の
人
の

　

な
い
が
し
ろ
な
る
気
色
を
聞
に
も
。
心
念
ゝ
に　
　
　
　
　

」
14
ウ

　

う
ご
ひ
て
。
時
と
し
て
安
か
ら
ず
。
も
し
狭
き

225
地
に
居
れ
ば
近
く
炎
上
す
る
に
其
害
を

207
「
則
」
と
「
み
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
人
」
。

216
「
事
」
と
「
あ
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
ィ
は
」
。

218
「
事
」
と
「
進
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
△
無
シ

」
。　

218
「
ず
」

と
「
た
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
△
立
居
に
つ
け
て
お
そ
れ
お

の
ゝ
く
」
。　

220
「
れ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
る
者
」
。

220
天

部
余
白
に
「
□
ぼ
き
□
姿
」
。

224
「
ひ
」
の
右
に
「
き
」
。

225
「
す
る
に
」
の
右
に
「
時
」
。
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遁
る
事
な
し
。
も
し
辺
地
に
あ
れ
ば
往

　

還
の
煩
多
く
。
盗
賊
の
程
離
が
た
し
。

　

勢
ひ
あ
る
も
の
は
貪
欲
ふ
か
く
。
独
身
な
る

　

も
の
は
人
に
か
ろ
し
め
ら
る
。

財
タ
カ
ラ

あ
れ
ば
恐
多
し
。

230
貧
し
け
れ
ば
歎
き
切
な
り
。
人
頼
め
ば
身

　

他
の

僕
ヤ
ツ
コ

と
な
る
人
を
育
ば
。
心
恩
愛
に　
　
　
　
　
　
　

」
15
オ

　

つ
か
は
る
。
世
に
随
へ
ば
身
苦
し
。
又
随
は
ね
ば

　

狂
へ
る
に
似
た
り
。
い
づ
れ
の
所
を
し
め
。
如
何
な
る

　

業
を
し
て
か
。
し
ば
し
此
身
を
や
ど
し
。
玉
ゆ
ら
も

235
心
を
な
ぐ
さ
む
べ
き
。
我
身
父
母方

の
〻

祖
母
の

　

家
を
伝
へ
て
。
久
し
く
彼
所
に
住
。
其
後

　

縁
か
け
。
身
劣
り
て
。
忍
ぶ
か
た
〳
〵
し
げ

　

か
り
し
か
ば
。
終
に
踏
と
む
る
事
を
え
ず
し
て
。

　

三
十
余
に
し
て
更
に
我
心
と
一
つ
の
庵
を　
　
　
　
　
　
　

」
15
ウ

240
結
ぶ
。
是
を
有
し
住
居
に
な
そ
ら
ふ
る
に

　

十
分
が
一
也
。
唯
居
屋
ば
か
り
を
構
て
。
は
か
〳
〵

　

し
く
は
造
る
に
及
ず
。
纔
に
つ
ゐ
ん
ぢ
を

　

つ
け
り
と
い
へ
ど
も
。
門
た
つ
る
に
た
つ
き
な
し

227
「
程
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
難
」
。

229
「
多
し
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
く
」
。

231
「
る
」
の
右
に
「
り
。
」
。

237
「
劣
り
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
お
と
ろ
へ
」
。

238
「
踏
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
跡ア

ト

」
。

241
天
部
余
白
に
「
居
屋　

今
い
ふ
居
間
」
。

242
「
は
」
と
「
造
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
△
屋
を
」
。　

242

「
ん
」
の
右
に
「
ひ
」
。
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竹
を
柱
と
し
て
車
や
ど
り
と
せ
り
。
雪
降

245
風
吹
ご
と
に
あ
や
う
か
ら
ず
し
も
非
す
。
所
は

　

河
原
ち
か
け
れ
ば
水
の
難
深
く
。
白
波
の

　

恐
も
さ
は
が
し
。

都
ス
ベ
テ

あ
ら
ぬ
世
を
念
じ
□
し
つ
　ゝ
　
　

」
16
オ

　

な
や
ま
せ
る
事
は
三
十
余
年
也
。
其
間
折
々

　

の
□た

が
〻

る
め
に
。
を
の
づ
か
ら
短
運
を
了サ

ト

り

250
ぬ
。
則
五
十
の
春
を
迎
へ
て
家
を
出
て

　

世
を
そ
む
け
り
。
元
来
妻
子
な
け
れ
ば
捨

　

が
た
き
よ
す
が
も
な
し
。
身
に
官
禄
あ
ら
ず
。

　

何
に
付
て
か
執
心
を
と
ゞ
め
ん
。
む
な
し
く

　

大
原
山
の
雲
に
。
い
く
そ
ば
く
の
春
秋
を
か

255
経
ぬ
る
。
爰
に
六
十
の
露
消
が
た
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
16
ウ

　

及
て
。
更
に
末
葉
の
や
ど
り
を
結
べ
る
事

　

あ
り
。
い
は
ゞ
狩
人
の
一
夜
の
窓
を
作
り
。

　

老
た
る
か
い
こ
の
ま
ゆ
を
い
と
な
む
が
こ
と
し
。

　

是
を
中
比
の
栖
に
な
ぞ
ら
ふ
れ
ば
。
又
百
分
が

260
一
に
だ
に
も
及
は
ず
。
と
か
く
い
ふ
程
に
齢
は

　

年
々
に
か
た
ぶ
き
。
栖
は
折
々
に
狭
し
。

248
「
な
」
の
上
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
△
心
を
」
。

249
「
る
」
の
右
に
「
ひ
」
。

  

＊
249
不
明
文
字
□
の
上
か
ら
「
た
」
と
重
ね
書
き
し
、
右
に
「
た
」
。

250
「
出
て
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。

257
「
窓
」
の
右
に
「
宿
」
。

  

＊
260
「
ず
」
の
濁
点
は
、
朱
筆
書
入
れ
で
な
く
元
の
も
の
。
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其
家
の
有
さ
ま
尋
常
な
ら
ず
。
広
さ
は

　

わ
づ
か
方
丈
。
高
さ
は
七
尺
が
な
ち
也
。
所
を　
　
　
　
　

」
17
オ

　

思
ひ
定
め
ざ
る
故
に
。
地
を
し
め
て
作
ら
す
。

265
土
居
を
く
み
。
打
覆
を
ふ
き
。
て
づ
き
目
毎
に

　

か
け
が
ね
を
掛
た
り
。
も
し
心
に
か
な
は
ぬ
事

　

あ
ら
ば
。
や
す
く
外
に
移
さ
む
が
為
也
。
其
改
め
作
る

　

時
い
く
ば
く
の
煩
か
あ
る
。
積
る
処
纔
に
二
両
也
。

　

車
の
力
を
報
ふ
る
外
は
更
に
つ
か
と
い
ら
ず
。

270
今イ

マ
ヒ日

野ノ

山
の
奥
に
跡
を
か
く
し
て
。
南
の
か
り
の

　

日
が
く
し
を
さ
し
出
し
て
。
竹
の
簀
子
を
し
き　
　
　
　
　

」
17
ウ

　

其
西
に
閼
伽
棚
を
作
り
中
に
は
西
の
垣
に

　

そ
へ
て
阿
弥
陀
の
画
像
を
安
置
し
奉
り

　

て
落
日
を
う
け
て
眉
間
の
空
と
す
。
ひ

275
て
う
の
扉
に
。
普
賢
幷
に
不
動
の
像
を

　

か
け
た
り
。
北
の
障
子
の
上
に
ち
い
さ
き
棚
を

　

構
て
。
黒
革
籠
二
三
合
を
置
。
則
和
歌

　

管
絃
往
生
要
集
ご
と
き
の
抄
物
を

　

入
た
り
。
か
た
は
ら
に
箏
琵
琶
各
一
帳
を　
　
　
　
　
　
　

」
18
オ

263
「
な
」
の
右
に
「
う
」
。

269
「
つ
か
と
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
用ヨ

ウ

途ト

」
。

270
「
南
の
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
に
」
。

271
天
部
余
白
に
「
日
が
く
し
ハ

ひ
さ
し
也
」
。

274
「
空
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
光
」
。　

274
「
ひ
」
に
対
し
て
、
そ

の
右
に
「
彼カ

ノ

」
。　

275
「
て
う
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
帳
」
。

277
天
部
余
白
に
「
黒
革
籠 

ィ
黒
ノ

字
ナ
シ 

ア
ル
カ
タ
是
歟
」
。
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280
た
つ
。
所
謂
お
り
こ
と
ふ
つ
ぎ
琵
琶
是
也
。

　

東
に
そ
へ
て
わ
ら
び
の
を
ど
ろ
を
し
き
。

　

つ
か
な
み
を
し
き
て
夜
の
床
と
す
。
東
の

　

垣
に
窓
を
あ
け
て
爰
に
長
く

机
フ
ツ
ク
エ

を
作
り

　

出
せ
り
。
枕
の
方
に
す
い
び
つ
有
。
是
を

285
正
木
折
く
ぶ
る
よ
す
が
と
す
。
庵
の
北
に
少セ

ウ

　

地チ

を
し
め
。
あ
ば
ら
な
る
ひ
め
垣
を
ゆ
は
し
て

　

薗
と
す
。
も
ろ
〳
〵
の
薬
草
を
植
た
り
。
仮
の　
　
　
　
　

」
18
ウ

　

庵
の
有
さ
ま
如
此
。
其
所
の
さ
ま
を
い
は
ゞ

　

南
に
な
か
め
有
岩
を
畳
て
水
を
た
め
た
り
。

290
月
軒
近
け
れ
ば
妻
木
を
拾
ふ
に
乏
し

　

か
ら
ず
。
名
を
と
や
ま
と
い
ふ
。
正
木
の
か
つ
ら

　

跡
を
埋
め
り
。
谷
し
げ
ゝ
れ
ど
西
は
晴
た
り
。

　

観
念
の
便
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
春
は
藤
浪

　

を
見
る
に
。
紫
雲
の
こ
と
く
し
て
西
の
方
に

295
に
ほ
ひ
。
夏
は
時
鳥
を
聞
か
た
ら
ふ
ご
と
に
し
で　
　
　
　

」
19
オ

　

山
路
を
契
る
。
秋
は
日
く
ら
し
の
声
耳
に

　

満ミ
テ

り
。
空
蝉
の
世
を
か
な
し
む
と
き
こ
ゆ
。
冬
は

280
「
ふ
つ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
つ
」
。

281
天
部
余
白
に
「
お
ど
ろ 

イ
ニ
ほ
ど
ろ 

あ
る
非
也
」
。

282
天
部
余
白
に
「
つ
か
な
み
」
。

283
天
部
余
白
に
「
長
く 

イ
ニ
ナ
シ 

出
し
ふ
づ
く
ゑ
也
」
。

284
「
い
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
衍
字
」
。

285
「
正
木
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
柴シ

バ

」
。

286
「
ゆ
は
し
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
か
こ
ひ
」
。

287
「
す
」
と
「
も
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
ィ
則
」
。

 

289
「
に
」
の
右
に
「
に
」
。　

289
「
な
か
め
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に

「
か
け
樋
」
。　

290
「
月
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
林
」
。

294
「
見
る
に
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。

295
「
に
し
」
の
右
下
に
「
に
」
。　

295
「
で
」
の
下
に
「
の
」
。
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雪
を
あ
は
れ
み
積
消
る
さ
ま
罪
障
に

　

た
と
へ
つ
べ
し
。
も
し
念
仏
も
の
う
く
読
経

300
ま
め
な
ら
ぬ
時
は
み
づ
か
ら
休
み
み
つ
か
ら
念

　

ず
る
に
妨
る
に
人
も
な
く
。
又
恥
べ
き
友
も
な
し
。

　

殊
更
に
無
言
を
せ
さ
れ
ど
も
。
独
り
居
れ
ば

　

業ゴ
フ

を
へ
し
。
必
禁
戒
を
守
る
と
し
も
は　
　
　
　
　
　
　
　

」
19
ウ

　

な
け
れ
ど
も
。
境
界
な
れ
ば
何
に
つ
け
て
か
破

305
ら
む
。
も
し
跡
の
白
波
に
身
を
よ
す
る
朝
に
は
。

　

岡
の
屋
に
行
か
ふ
舟
を
詠
て
。
満
沙
祢
が
風
情

　

を
盗
み
。
も
し
桂
の
風
ば
ち
を
な
ら
す
夕

　

に
は
。
潯
陽
の
江
を
思
ひ
や
り
て
。
源ゲ

ン

都ト

督ト
ク

　

の
流
れ
を
な
ら
ふ
。
も
し
余
り
に
興
あ
れ
ば

310
し
は
〴
〵
松
の
響
に
秋
風
の
楽
を
た
く
へ
。

　

水
の
音
に
流
泉
の
曲
を
操
る
。
芸
は
つ
た　
　
　
　
　
　
　

」
20
オ

　

な
け
れ
ば
人
の
耳
を
よ
ろ
こ
は
し
め
ん
と
に
も

　

あ
ら
す
。
独
し
ら
べ
ひ
と
り
詠
し
て
み
づ
か
ら
心
を

　

養
ふ
は
か
り
也
。
又
麓
に
一
つ
の
柴
の
庵
有
。

315
則
此
山
守
居オ

ル

所
な
り
。
か
し
こ
に
小
童
有
。

298
「
み
」
の
右
に
「
ィ
む
」
。

299
「
う
」
（
「
か
」
に
も
見
え
る
）
の
右
に
「
う
」
。

300
「
ぬ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ざ
る
」
。　

300
「
念
ず
」
に
対
し

て
、
そ
の
右
に
「
ィ
お
こ
た
」
。　

301
「
妨
る
に
」
に
対
し
て
、
そ
の

右
に
「
ぐ
る
」
。　

302
「
言
」
の
右
に
「
言
」
。

303
「
業
」
の
上
に
「
口ク

」
。　

303
「
へ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
を
さ

め
つ
べ
」
。　

303
「
必
」
の
右
に
「
必
」
。　

303
「
は
」
に
対
し
て
、

そ
の
右
に
「
衍
字
」
。　

304
「
な
」
と
「
れ
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の

右
に
「
○
け
」
。

310
「
に
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。

311
「
は
」
と
「
つ
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
○
こ
れ
」
。
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時
々
来
り
て
相
と
も
な
ふ
。
も
し
つ
れ
〴
〵

　

な
る
時
は
是
を
友
と
し
て
あ
そ
ひ
あ
り
く
。

　

彼
は
十
六
我
は
六
十
其
齢
事
の
外
な
れ
ど

　

心
な
ぐ
さ
む
る
事
是
同
し
。
或
は
つ
ば
な
を
ぬ
き
。　
　
　

」
20
ウ

320
岩
な
し
を
取ル

。
又
ぬ
か
ご
を
も
り
。
芹
を
つ
み
。

　

す
そ
川
の
田
井
に
至
り
て
。
落
ぼ
を
ひ
ろ
い
て

　

ほ
く
み
を
作
る
。
も
し
日
う
ら
ゝ
か
な
れ
は

　

峯
に
よ
ち
の
ほ
り
て
遙
に
故
郷
の
雲
を
望
み

　

木
幡
山
伏
見
の
里
鳥
羽
々ハ

ヅ

カ

シ

束
師
を
み
る
。

325
勝
地
は
主
な
け
れ
は
心
を
慰
る
に
障
な
し
。

　

歩ア
ユ

み
わ
つ
ら
ふ
時
も
な
し
。
遠
く
至
る
時
は
是
よ
り

　

峯
つ
ゞ
き
。
す
み
山
を
越
笠
取
を
す
ぎ
て
。　
　
　
　
　
　

」
21
オ

　

岩
間
に
ま
ふ
で
。
石
山
を
拝
み
。
も
し
は
ま
た

　

粟
津
の
原ハ

ラ

を
分
て
。
蝉
丸
翁
が
あ
と
を

330
し
た
ひ
。
瀬
田
の
川
を
わ
た
り
て
猿
丸

　

太
夫
か
墓
を
尋
ぬ
。
帰
る
さ
に
は
節
に

　

つ
け
つ
ゝ
桜
を
か
り
。
紅
葉
を
求
わ
ら
ひ
を

　

折
。
木
の
実
を
ひ
ろ
ひ
て
は
仏
に
奉
り

316
「
な
」
の
右
に
「
ら
」
。

318
「
は
」
と
「
十
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
歳
」
。

319
「
心
」
と
「
な
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
を
」
。　

319
「
事
」
と
「
是
」

の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
は
」
。　

320
「
み
」
の
右
に
「
ィ

む
」
。　

321
「
す
」
の
右
上
に
「
或
は
」
。

322
以
降
の
天
部
余
白
に
「
ほ
く
み 

穂
組 

角
力
草
の
類
の
手
あ
そ
び
か 

又
食
類
歟 

イ
本
ニ

ほ
ゝ
み
ト
ア
リ 

元
隣
本
ニ
ハ

ほ
ぐ
み
ト
に
ご
り
を
う

ち
た
り
」
。

326
「
ふ
時
も
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ひ
」
。　

326
「
し
」
に
対
し
て
、

そ
の
右
に
「
く
」
。　

326
「
し
」
と
「
遠
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右

に　
「
志
」
。　

328
「
ふ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
う
」
。　

328
「
み
」

の
右
に
「
む
」
。　

330
「
し
た
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
と
ふ
ら
」
。

330
「
瀬
」
「
の
」
を
消
し
、
「
の
」
の
右
に
「
田
」
。
ま
た
、
「
瀬
田
の

川
」
に
対
し
て
、
天
部
余
白
に
「
田
上
川
」
。　

330
「
の
」
に
対
し
て
、

そ
の
右
に
「
上
」
。　

331
「
節
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
折オ

リ

」
。

333
「
て
」
と
「
は
」
の
間
に
「
●
」
、
そ
の
右
に
「
●
且
」
。
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且
は
家
つ
と
に
す
。
も
し
夜
静
な
れ
は
窓
月

335
に
故
人
を
忍
。
猿
の
声
に
袖
を
う
る
ほ
し
。　
　
　
　
　
　

」
21
ウ

　

草
む
ら
の
蛍
は
遠
く
真
木
の
嶋
の
か
ゝ
り
火
に

　

ま
が
る
。
暁
の
雨
は
を
の
づ
か
ら
木
葉
ふ
く
風
に

　

似
た
り
。
山
鳥
の
ほ
ろ
〳
〵
と
鳴
を
聞
て

　

父
か

母
か
と
疑
。
嶺
の
風
軒
ち
か
く
馴
た
る
に

340
つ
け
て
も
世
に
遠
ざ
か
る
ほ
と
を
し
る
。
或
は

　

埋
火
を
か
き
起
し
て
老
の
寝
覚
の
友

　

と
す
。
お
そ
ろ
し
き
山
な
ら
ね
ど
。
梟
の
声

　

を

憐
ア
ハ
レ

に
つ
け
て
も
山
中
の
景
気
折
に
ふ
れ
て　
　
　
　
　

」
22
オ

　

尽
る
事
な
し
。
況
哉
ふ
か
く
思
ひ
。
深
く

345
し
ら
れ
む
人
の
為
に
は
限
る
べ
か
ら
ず
。
大
か
た

　

此
所
に
す
み
初
し
時
は
あ
か
ら
さ
ま
と
思
ひ

　

し
か
と
い
ま
ゝ
で
に
五
年
を
へ
た
り
。
仮
の

　

庵
も
良ヤ

ゝ
フ
ル古

屋
と
な
り
て
軒
に
は
く
ち
葉

　

ふ
か
く
。
土
居
苔
む
せ
り
。
を
の
づ
か
ら
事
の

350
便
に
都
を
聞
ば
。
此
山
に
籠
り
居
て
後ノ

チ

　

や
ん
こ
と
な
き
人
の
か
く
れ
給
へ
る
も
あ
ま
た　
　
　
　
　

」
22
ウ

335
「
し
」
の
右
に
「
す
」
。

337
「
る
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ひ
」
。　

337
「
を
」
の
右
に
「
お
」
。

 

339
「
風
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
か
せ
ぎ
の
」
。

343
「
憐
」
と
「
に
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
む
」
。　

343
「
ふ
れ
て
」
の
右

に
「
ィ
つ
け
て
」
。

345
「
れ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ら
」
。　

345
「
為
」
に
対
し
て
、
そ

の
右
に
「
為
」
。

349
「
を
」
の
右
に
「
お
」
。
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き
こ
ゆ
。
ま
し
て
其
数
な
ら
ぬ
類
尽
し
て
是
を

　

し
る
す
べ
か
ら
ず
。
度タ
ビ

々〳
〵

の
炎
上
に
ほ
こ
ろ
び

　

た
る
家
。
又
い
く
ば
く
ぞ
。
唯
仮
の
庵
の
み

355
の
ど
け
く
し
て
恐
な
し
。
程
せ
ば
し
と
い
へ
ど
も
。

　

夜
臥
床
有
昼
居
る
座
有
。
一
身
を

　

宿
す
に
不
足
な
し
。
ご
う
な
は
小
き
貝
を

　

好
む
。
是
よ
く
身
を
知ル

に
よ
つ
て
也
。
み
さ
こ
は

　

荒
磯
に
居
る
。
則
人
を
恐
る
ゝ
に
よ
つ
て
也
。　
　
　
　
　

」
23
オ

360
我
又
如
此
。
身
を
知
世
を
し
ら
ば
。
不
レ

願
ネ
ガ
ハ

不
レ

交
マ
シ
ラ
ハ　

　

只
静
な
る
を
望
み
と
し
。
愁
な
き
を
た
の

　

し
み
と
す
。
都
て
世
の
人
の
住
家
を
造
る

　

な
ら
ひ
。
必
し
も
身
の
為
に
は
せ
ず
。
或
は
妻
子

　

眷
属
の
為
に
造
り
。
或
は
親シ

ン

昵ジ
ツ

明
友
の

365
為
に
作
り
或
は
主
君
師
匠
の
財
宝

　

馬
車
の
為
に
造
る
。
わ
れ
今
身
の
為
に

　

結
べ
り
。
人
の
為
に
不
レ

造
。
故
如
何
と
な
れ
ば　
　
　
　

」
23
ウ

　

今
の
世
の
な
ら
ひ
。
此
世
の
有
さ
ま
と
も
な
ふ

　

べ
き
人
も
な
く
。
頼
む
べ
き
奴
も
な
し
。
た
と
ひ

353
「
こ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
衍
字
」
。

358
「
つ
」
の
右
に
「
り
」
。

360
「
し
」
と
「
ら
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
れ
」
。

365
「
り
」
の
右
に
「
る
」
。　

365
「
君
」
の
右
に
「
君
」
。

366
「
車
」
の
右
に
「
ィ
牛
」
。　

366
「
に
」
と
「
造
」
の
間
に
「
○
」
、

そ
の
右
に
「
○
さ
へ
是
を
」
。
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370
広
く
作
れ
り
と
も
誰
を
愛
し
誰
を

　

居
ん
。
夫
人
の
友
た
る
も
の
は
冨
る
を
貴
と
み

　

ね
ん
ご
ろ
な
る
を
さ
き
と
す
。

必
カ
ナ
ラ
ズ

し
も
情
有
と

　

す
な
ほ
な
る
を
ば
愛
せ
ず
。
唯
管
絃
花
月

　

を
友
と
せ
む
に
は
し
か
ず
。
人
の
奴
た
る
も
の
は

375
賞
罰
の
甚
き
を
か
へ
り
み
恩
の
厚
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
24
オ

　

重
く
す
。
更
に
は
こ
く
み
憐
む
と
い
へ
ど
も
。

　

や
す
く
閑
な
る
を
ば
願
は
ず
。
唯
我
身
を

　

奴
と
す
る
に
は
し
か
ず
。
も
し
す
べ
き
事

　

あ
れ
ば
。
則
自
身
を
つ
か
ふ
た
ゆ
か
ら
ず
も

380
あ
れ
ど
人
を
し
た
が
へ
人
を
か
へ
り
み
る
よ
り
は

　

や
す
し
。
も
し
あ
り
く
べ
き
事
あ
れ
ば
歩
み

　

苦
し
と
い
へ
ど
も
。
馬
鞍
牛
馬
と
心
を

　

悩
す
に
は
似ニ

ず
。
今
一
身
を

分
ハ
カ
チ

て
此
用
を　
　
　
　
　
　

」
24
ウ

　

な
す
。
手
の
や
つ
こ
足
の

駕
ノ
リ
モ
ノ

よ
く
我
心
に

385
か
な
へ
り
。
心
に
身
の
く
る
し
み
を
し
れ
ば
く
る

　

し
む
時
は
休
め
ま
め
な
る
時
は
つ
か
ふ
と
て
も

　

度
々
過ス

グ

さ
る
も
の
う
し
と
て
心
を
動
す
事

370
「
愛
」
の
右
に
「
ィ
宿
」
。

373
「
管
絃
」
の
右
に
「
ィ
糸
竹
」
。

379
「
ず
」
と
「
も
」
の
間
に
「
し
」
。

381
「
み
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
む
」
。

385
「
し
」
と
「
れ
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
ら
」
。

386
「
め
」
と
「
ま
」
の
間
に
「
○
」
、
そ
の
右
に
「
ィ
○
つ
」
。

386
「
は
」
と
「
つ
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
右
に
「
△
つ
か
ふ
」
。
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な
し
。
如
何
に
況
哉
常
に
あ
り
き
常
に

　

う
こ
く
。
是
養
生
な
る
べ
し
。
何
そ
徒
に

390
休
み
居
ら
ん
。
人
を
苦
し
め
人
を
な
や
ま
す
は

　

又
罪
業
也
。
如
何
他
の
力
を
か
る
べ
き　
　
　
　
　
　
　
　

」
25
オ

　

衣
食
の

類
タ
グ
ヒ

ま
た
同
し
。
藤
の
衣
麻
の
衾

　

得る

に
し
た
が
ひ
て
は
だ
へ
を
か
く
し
。
野
の

　

つ
ば
な
峯
の
木
の
実
。
命
を
つ
ぐ
斗
也

395
人
に
ま
じ
は
ら
ざ
れ
は
姿
を
恥
る
悔
も
な
し
。

　

糧
乏
し
け
れ
ば
お
ろ
そ
か
な
れ
と
も
な
を

　

味
を
あ
ま
ね
く
す
都
て
か
や
う
の
事
を

　

た
の
し
く
。
冨
る
人
に
対
し
て
い
ふ
に
は

　

あ
ら
ず
。
我
身
ひ
と
つ
に
と
り
て
む
か
し
と　
　
　
　
　
　

」
25
ウ

400
今
と
を
た
く
ら
ぶ
る
也
。
大
か
た
世
を
す
て

　

身
を
捨
し
よ
り
恨
も
な
く
恐
も
な
し
命
は

　

天
運
に
ま
か
せ
て
惜
ま
ず
い
と
は
ず
。
身
を

　

う
き
雲
に
な
ぞ
ら
へ
て
頼
ま
ず
ま
○だ

し
と

　

せ
ず
。
一
期
の
た
の
し
ひ
は
転
寝
の
枕
の

405
上
に
き
は
ま
り
。
生
涯
の
海
は
折
々
の
美

387
「
る
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ず
」
。　

387
「
て
」
と
「
心
」
の

間
に
「
●
」
、
そ
の
右
に
「
●
も
」
。　

389
「
く
」
と
「
是
」
の
間
に

「
○
」
、
そ
の
右
に
「
○
は
」
。

393
「
野
」
と
「
の
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
ィ
辺
」
。

397
「
事
を
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
ィ
ナ
シ
」
。

399
「
す
」
と
「
我
」
の
間
に
「
△
」
、
そ
の
左
に
「
た
ゞ
」
。

400
「
す
て
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
の
が
れ
」
。

  
＊

403 

「
○だ

」
は
朱
筆
書
入
れ
で
な
く
元
の
も
の
。
た
だ
、
濁
点
の
み
は

朱
筆
書
入
れ
。

405
「
海
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「

望
ノ
ゾ
ミ

」
。
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景
に
残
れ
り
。
そ
れ
三
界
は
心
ひ
と
つ
也

　

も
し
心
や
す
か
ら
す
は
牛
馬
七
珍
も
よ
し
な
し
。　
　
　
　

」
26
オ

　

今
さ
び
し
き
住
居
一
間
の
庵
。
み
づ
か
ら

　

是
を
愛
す
。
を
の
づ
か
ら
都
を
出
て
は

410
乞
食
と
成レ

ル事
を
恥
と
い
へ
ど
も
か
へ
り
て

　

爰
に
居
る
と
き
は
他
の
俗
塵
に
着
す

　

る
事
を
あ
は
れ
む
。
も
し
人
か
く
い
へ
る

　

事
を
疑
は
ゞ
魚
鳥
の
あ
り
さ
ま
と
み
よ

　

魚
は
水
に
あ
か
ず
。
鳥
は
林
を
ね
が
ふ
。

415
鳥
に
あ
ら
さ
れ
は
其
心
を
し
ら
ず
。
閑
居
の　
　
　
　
　
　

」
26
ウ

　

気
味
も
又
如
此
。
住
ず
し
て
誰
か
悟
ら
む
。

　

そ
も
〳
〵
一
期
の
月
影
か
た
ぶ
き
て
。
余

　

算
山
の
端
に
近
し
。
忽
に
三
途
の
闇
に

　

む
か
は
ん
時
い
つ
れ
の
わ
だ
を
か
か
こ
た
ん
と

420
す
る
仏
の
人
を
教
へ
給
ふ
お
こ
り
は
。
事
に

　

ふ
れ
て
執
心
な
か
れ
と
也
。
今
草
の
庵
も

　

愛
す
る
を
科
と
す
。
閑
斎
に
着
す
る
も

　

障
な
る
べ
し
。
如
何
用
な
き
楽
み
を
の
べ
て　
　
　
　
　
　

」
27
オ

407
「
な
し
」
の
右
に
「
く
」
。　

407
「
な
し
」
の
下
に
「
△
」
、
そ
の
左

上
に
「
ィ
△
宮
殿
望
な
し
」
。

416
「
ら
」
の
右
に
「
さ
」
。

419
「
い
つ
れ
」
に
対
し
て
、
そ
の
右
に
「
何
ン

」
。

421
「
も
」
の
右
に
「
を
」
。

422
「
を
」
の
右
に
「
も
」
。　

422
「
斎
」
の
右
に
「

寂
ヂ
ヤ
ク

」
。
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む
な
し
く
あ
た
ら
時
を
過
さ
ん
。
静
な
る

425
暁
此
理
り
を
思
ひ
つ
ゞ
け
て
。
み
づ
か
ら

　

心
に
問
て
曰
。
世
を
遁
て
山
林
に
ま
じ

　

は
る
は
。
心
を
お
さ
め
て
道
を
行
は
ん
為
也

　

し
か
る
を
汝
か
姿
は
聖
に
似
て
心
は

　

濁
に
し
め
り
。

栖
ス
ミ
カ

は
則
浄
名
居
士
の

430
跡
を
け
が
せ
る
と
い
へ
ど
も
。
た
も
つ
と
こ
ろ
は

　

纔
に
周
梨
槃
特
が
行
に
も
及
は
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
27
ウ

　

も
し
是
貧
賤
の
報
の
み
づ
か
ら
悩
す
か
。

　

将
又
妄
念
の
い
た
り
て
狂
は
せ
る
か
。
其
時

　

心
更
に
答
る
事
な
し
唯
か
た
は
ら
に

435
舌
根
を
や
と
ひ
て
。
鳧
鐘
の
念
仏

　

両
三
返
申
て
や
み
ぬ
。
于
時
元
暦
の
二

　

と
せ
弥
生
晦
日
の
こ
ろ
桑
門
蓮
胤

　

外
山
の
庵
に
し
て
是
を
し
る
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
28
オ

　
　

月
影
は
入
山
の
端
も
つ
ら
か
り
き

440　

た
え
ぬ
ひ
か
り
を
見
ぬ
よ
し
も
哉

431
「
に
」
と
「
も
」
の
間
、
そ
の
右
に
「
だ
に
」
。
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【
校
異
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
と
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』

　

・
嵯
峨
本
と
の
校
異
を
、
句
読
点
・
振
り
仮
名
・
濁
点
の
有
無
、
漢
字
の
宛
て
方
や
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
の
相
違
、
お
よ
び
漢
字
と
仮
名
の
相
違
を
基
本
的

に
は
除
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。
ま
た
、
嵯
峨
本
が
「
跡
」
を
「
隠
」
と
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
差
異
は
、
校
異
と
し
て
挙
げ
て
い
な
い
。

　

・
行
番
号
と
と
も
に
元
禄
頃
写
本
の
本
文
を
掲
げ
、
そ
の
下
の
括
弧
内
に
対
応
す
る
嵯
峨
本
の
本
文
を
載
せ
た
。

　

・
波
線
部
は
、
元
禄
頃
写
本
に
あ
っ
て
嵯
峨
本
に
な
い
本
文
、
実
線
部
は
、
嵯
峨
本
に
あ
っ
て
元
禄
頃
写
本
に
な
い
本
文
。
二
重
実
線
部
は
、
両
本
の
間
で
相

違
す
る
本
文
。

　

・
青
木
伶
子
編
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
40
）
が
取
り
上
げ
る
、
嵯
峨
本
以
外
の
広
本
系
の
伝
本
計
十
六
本
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に

見
ら
れ
る
本
文
で
あ
る
場
合
は
、
同
伝
本
の
漢
字
一
字
の
略
称
（
右
青
木
編
書
に
拠
る
）
を
、
「
＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏
名
龍
習
／
兼
近
京
」
「
＝
大
前
龍

／
○
」
な
ど
と
列
記
し
た
。
「
／
」
の
上
が
古
本
系
統
伝
本
、
下
が
流
布
本
系
統
伝
本
で
、
○
は
、
系
統
内
に
共
通
本
文
を
持
つ
伝
本
が
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
。
漢
字
一
字
の
略
称
を
全
く
示
し
て
い
な
い
本
文
は
、
右
十
六
本
に
嵯
峨
本
を
加
え
た
計
十
七
本
に
は
共
通
本
文
の
全
く
見
ら
れ
な
い
、
独
自
の
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

・
行
番
号
を

□
で
囲
ん
だ
本
文
は
、
柳
亭
種
彦
が
異
本
注
記
を
加
え
て
い
る
も
の
で
、
概
ね
（　

）
内
の
嵯
峨
本
本
文
と
同
様
の
正
保
版
本
本
文
の
類
を
異

本
本
文
と
し
て
注
記
し
て
い
る
。

1
凡 

（
行
）　

3
世
界 

（
世
の
中
）　

6
世
々 

（
代
々
）
＝
大
前
龍
／
○　

12
け
り 
（
け
る
）　

13
死
る 

（
む
ま
れ
死
ぬ
る
）　

15
身
（
目
）　 

16
争
へ

る
た
め
し 

（
あ
ら
そ
ひ
去
様
い
は
ゝ
）　

17
残
り
け
り 

（
残
れ
り
）　

19
と
い
へ
と
も 
（
き
え
す
と
い
へ
共
） 

＝
山
西
氏
名
習
／
○　

25
出
来
て 

（
出
来

り
て
） 

＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏
名
龍
習
／
兼
近
京　

25
は
て
は 

（
は
て
に
は
） 

＝
親
現
㝡
氏
名
／
○　

28
病
人
（
病
人
を
）　

28
出
来
る 

（
出
来
け
る
）    
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33
昧
ま
し
て 

（
映
し
て
）　

36
或
焔 

（
或
は
煙
に
む
せ
ひ
て
た
ふ
れ
ふ
し
或
は
炎
）　

36
ま
か
れ
て 

（
ま
く
れ
て
）　

37
或
遁
れ
た
れ
と
も 

（
或
は
又
わ

つ
か
に
身
一
か
ら
く
し
て
遁
た
れ
共
）　

37
取
出
す 

（
取
出
る
） 

＝
親
現
㝡
龍
習
／
○　

38
灰
煙 

（
灰
燼
）　

39
い
く
は
く
そ 

（
い
く
そ
は
く
そ
） 

＝
山

親
龍
習
／
○　

42
牛
馬 

（
馬
牛
） 

＝
前
習
／
○　

45
あ
ち
き
な
く 

（
あ
ち
き
な
く
そ
） 

＝
習
／
○　

47
辺 

（
程
） 

＝
現
氏
名
龍
／
○　

51
平
地
に 

（
平

に
）　

52
残
る 

（
の
こ
れ
る
） 

＝
西
親
現
㝡
龍
／
○　

54
た
て 

（
置
）　

54
は
ら
ひ
て 

（
ふ
き
は
ら
ひ
て
）　

56
檜 

（
檜
皮
）　

56
ふ
き 

（
ふ
き
板
）　

67

最
も 

（
い
と
）　

69
御
宇 
（
御
時
）　

69
定
り
け
る 

（
定
ま
り
に
け
る
） 

＝
現
龍
／
○　

71
改
む 

（
あ
ら
た
ま
る
）　

73
奉
り 

（
奉
て
）　

78
あ
ま
さ
れ 

（
あ
ま
さ
れ
て
） 

＝
山
親
現
㝡
龍
／
○　

82
只
馬
鞍
を 

（
た
ゝ
馬
鞍
を
の
み
） 

＝
西
／
○　

82
重
し
と
す 

（
を
も
く
す
）　

84
東
北 

（
東
北
国
） 

＝
大
㝡

／
○　

85
摂
津
の
国 

（
摂
津
の
国
の
） 
＝
親
現
㝡
氏
名
習
／
天
正　

87
そ
ひ
へ
て 

（
傍
て
） 

＝
習
／
○　

92
い
つ
れ
も 

（
川
も
）　

92
つ
れ
ひ 

（
運
ひ
）    

93
つ
く
る 

（
作
れ
る
）　

102
聞
あ
ひ
け
る 
（
聞
を
け
る
）　

102
し
か
し 

（
し
る
く
）　

104
む
な
し
か
ら
さ
れ
は 

（
空
し
か
ら
さ
り
け
れ
は
）　

106
成
り
け

る 

（
な
り
に
け
る
） 

＝
習
／
○　

110
見
給
ひ
し 
（
見
給
ふ
）　

112
よ
つ
て 

（
よ
り
て
） 

＝
習
／
○　

112
世 

（
世
中
） 

＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏
名
龍
習
／
○    

113
な
そ
ら
へ
て 

（
な
す
ら
ひ
て
） 

＝
大
山
習
／
○　

115
間
に 

（
間
） 

＝
山
／
○　

118
種
と
る 

（
種
る
）　

119
よ
り
て 

（
よ
つ
て
） 

＝
大
山
西
親
現
㝡
氏
名

龍
／
兼
近　

121
土 

（
山
）　

122
其
験
更
に
な
し 

（
更
に
其
し
る
し
な
し
）　

123
都 

（
京
） 

＝
㝡
名
／
○　

123
何
か 

（
何
は
）　

126
か
た
は
し 

（
か
た
は
し

よ
り
）　

126
目
に 

（
目
） 

＝
龍
／
○　

127
見
た
る 

（
見
た
つ
る
）　

129
年
も 

（
年
）　

129
如
此
し
て
暮
ぬ 

（
か
く
の
こ
と
く
か
ら
く
し
て
暮
ぬ
） 

＝
山
西

親
現
龍
／
○　

130
翌
年 

（
明
る
年
）　

132
日
を
そ
へ
宛 

（
日
を
へ
つ
ゝ
）　

137
辻 

（
つ
ら
）　

140
お
ほ
か
り
き 

（
お
ほ
か
り
） 

＝
親
現
㝡
氏
名
龍
／
○　

142
薪
さ
へ 

（
薪
に
さ
へ
） 

＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏
名
龍
習
／
○　

145
つ
ゝ
け
る 

（
さ
ゝ
ふ
る
に
）　

147
金
銀 

（
白
か
ね
こ
か
ね
）　

148
ま
し
は
る
有 

（
ま

し
れ
り
）　

148
方
も
な
き 

（
方
な
き
）　

153
男
女 

（
女
男
）　

153
ま
し
て 

（
ま
さ
り
て
）　

154
我
身
を 

（
我
身
を
は
） 

＝
西
／
○　

157
親
に 

（
親
そ
） 

＝
現

／
○　

157
先
だ
て 

（
さ
き
立
て
）　

158
死
け
り 

（
死
に
け
る
）　

159
す
ひ
付
て 

（
す
ひ
つ
き
つ
ゝ
） 

＝
山
親
現
㝡
龍
／
○　

162
か
た
ら
ひ
て 

（
か
た
ら
ひ

つ
ゝ
） 

＝
前
山
西
親
現
㝡
氏
名
龍
習
／
○　

162
死
首
（
其
死
首
）　

164
四
五
月 

（
四
五
両
月
）　

164
か
そ
へ
け
れ
は 

（
か
そ
へ
た
り
け
れ
は
）　

168
河
原

に
有 

（
河
原
）　

169
際
限 

（
際
限
も
） 

＝
習
／
○　

172
有
け
る 

（
有
け
り
） 

＝
山
西
親
㝡
氏
名
習
／
兼
近
天
正　

172
き
く 

（
聞
と
）　

174
元
暦 

（
元
暦
二
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年
）　

177
地 

（
土
） 

＝
兼
近
／
○　

181
立
あ
か
り 

（
立
上
り
） 

＝
龍
／
○　

182
あ
か
り 

（
上
り
て
）　

183
破
る 

（
や
ふ
る
ゝ
） 

＝
西
名
龍
／
○　

184
走
り

け
れ
は 
（
は
し
り
出
れ
は
）　

187
お
そ
れ
ぬ 

（
を
そ
れ
の
）　

187
を
そ
る
へ
き 

（
恐
る
へ
か
り
け
る
）　

187
地
震
也 

（
地
震
成
け
り
と
そ
覚
侍
し
）　

188
武

士 

（
武
者
）　

189
山 

（
下
）　

190
い
と
な
け
な
る 

（
墓
な
け
な
る
）　

190
遊
び
し 

（
あ
そ
ひ
侍
り
し
）　

192
打
ひ
し
か
れ
て 

（
打
ひ
さ
か
れ
て
）　

195
悲
し

ひ 

（
か
な
し
み
）　

198
し
は
ら
く 

（
し
は
〳
〵
）　

199
ゆ
ら
ぬ 

（
ふ
ら
ぬ
）　

203
う
ち 

（
中
）　

207
事 

（
事
共
）　

207
侍
れ
と 

（
侍
り
け
れ
と
）　

207
み
な 

（
人
み
な
）　

210
い
ひ
出
す 
（
い
ひ
出
る
）　

218
事 

（
事
な
し
）　

218
安
か
ら
す 

（
安
か
ら
す
立
居
に
付
て
恐
れ
を
の
ゝ
く
）　

219
貧
し
て
（
貧
敷
し
て
）　

220
居
れ
は 

（
を
る
者
は
） 
＝
習
／
○　

224
う
こ
ひ
て 

（
う
こ
き
て
）　

225
炎
上
す
る
に 

（
炎
上
す
る
時
）　

226
遁
る 

（
の
か
る
ゝ
）　

226
往
還 

（
往
反
）　

226
往
還
の 

（
往
反
） 

＝
西
㝡
氏
名
龍
／
○　

227
程 

（
難
）　

229
か
ろ
し
め
ら
る 

（
か
る
し
め
ら
る
） 

＝
西
親
現
㝡
氏
名
龍
習
／
○　

229
多
し 

（
多
く
）　

230
人 

（
人
を
）　

231
な
る 

（
な
り
）　

234
し
は
し 

（
し
は
し
も
）　

237
劣
り
て 

（
お
と
ろ
へ
て
）　

238
踏 

（
隠
＝ 

「
跡
」 

の
誤
り
）　

240
な
そ
ら
ふ
る 

（
な

つ
ら
ふ
る
） 

＝
親
現
習
／
○　

242
造
る 

（
屋
を
作
る
）　

242
つ
ゐ
ん
ち 

（
つ
い
ひ
ち
）　

248
な
や
ま
せ
る 

（
意
を
な
や
ま
せ
る
）　

249
た
か
る
め 

（
た
か

ひ
め
）　

250
出
て 

（
出
） 

＝
大
現
名
習
／
○　

253
執
心 
（
執
）　

257
窓 

（
宿
）　

259
な
そ
ら
ふ
れ
は 

（
な
す
ら
ふ
れ
は
） 

＝
親
現
／
兼
近　

263
わ
つ
か 

（
わ
つ
か
に
） 

＝
西
／
○　

263
な
ち 

（
う
ち
）　

264
定
め
さ
る
故
に 

（
定
め
さ
る
か
故
に
） 

＝
西
習
／
○　

268
積
る 

（
つ
む
）　

269
つ
か
と 

（
用
途
）　

270

南
の 

（
南
に
）　

274
空 

（
光
）　

274
ひ
て
う 

（
彼
帳
）　

277
黒 
（
く
ろ
き
） 

＝
山
習
／
○　

277
二
三
合 

（
三
四
合
） 

＝
西
／
○　

279
帳 

（
張
）　

280
ふ
つ

き
琵
琶 

（
つ
き
琵
琶
）　

281
を
と
ろ 

（
ほ
と
ろ
）　

283
爰
に
長
く
机
を 
（
爰
に
ふ
つ
く
ゑ
を
）　

284
す
い
ひ
つ 

（
す
ひ
つ
）　

285
正
木 

（
柴
）　

286
ゆ
は
し

て 

（
か
こ
ひ
て
）　

287
も
ろ
〳
〵
の 

（
則
諸
の
）　

289
な
か
め 

（
か
け
樋
）　

290
月 

（
林
）　

294
見
る
に 

（
見
る
）　

295
に
ほ
ひ 

（
に
ほ
ふ
） 

＝
習
／
○　

295
し
て 

（
し
て
の
）　

298
あ
は
れ
み 

（
憐
む
）　

300
念
す
る 

（
を
こ
た
る
）　

301
妨
る
に 

（
さ
ま
た
く
る
）　

303
業 

（
口
業
）　

303
へ
し 

（
お
さ
め
つ
へ

し
）　

303
守
る
と
し
も
は 

（
守
る
と
し
も
）　

304
な
れ
は 

（
な
け
れ
は
）　

308
思
ひ
や
り
て 

（
想
像
て
） 

＝
大
前
山
西
親
現
㝡
龍
習
／
兼
近
天　

309
余
り

に 

（
あ
ま
り
）　

310
響
に 

（
ひ
ゝ
き
） 

＝
大
前
山
西
親
現
㝡
氏
名
龍
習
／
兼
近　

311
芸
は 
（
芸
は
是
）　

315
山
守 

（
山
守
か
）　

316
相
と
も
な
ふ 

（
相
と

ふ
ら
ふ
）　

318
十
六 

（
十
六
歳
）　

319
心 

（
心
を
）　

320
つ
み 

（
つ
む
） 

＝
習
／
○　

321
す
そ
川 
（
或
は
す
そ
川
）　

321
ひ
ろ
い
て 

（
ひ
ろ
ひ
て
） 

＝
山
／
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○　

323
雲 

（
空
）　

326
わ
つ
ら
ふ
時
も 

（
煩
）　

326
な
し 

（
な
く
）　

326
遠
く 

（
志
遠
く
）　

328
ま
ふ
て 

（
ま
う
て
） 

＝
親
現
習
／
○　

328
拝
み 

（
お
か

む
）　

330
し
た
ひ 

（
と
ふ
ら
ひ
）　

330
瀬
田
の
川 

（
田
上
川
）　

331
帰
る
さ 

（
帰
さ
ま
） 

＝
大
前
山
親
現
㝡
氏
名
龍
／
天
正　

333
ひ
ろ
ひ
て
は 

（
ひ
ろ
ひ

て
且
は
）　

334
窓 
（
窓
の
）　

335
う
る
ほ
し 

（
う
る
ほ
す
） 

＝
習
／
○　

337
ま
か
る 

（
ま
か
ひ
）　

337
風 

（
嵐
）　

339
風
軒 

（
か
せ
き
の
）　

343
ふ
れ
て 

（
つ
け
て
）　

343
ふ
れ
て 
（
つ
け
て
も
） 

＝
大
山
親
現
㝡
／
○　

345
し
ら
れ
む 

（
し
れ
覧
）　

345
限
る
へ
か
ら
す 

（
是
に
し
も
限
る
へ
か
ら
す
）　

353
し
る

す
へ
か
ら
す 

（
し
る
へ
か
ら
す
） 

＝
前
／
○　

353
ほ
こ
ろ
ひ
た
る 

（
ほ
ろ
ひ
た
る
）　

354
い
く
は
く
そ 

（
い
く
そ
は
く
そ
）　

358
よ
つ
て 

（
よ
り
て
） 

＝

習
／
○　

359
よ
つ
て 

（
よ
り
て
）　

360
し
ら
は 

（
し
れ
ら
は
） 

＝
山
／
○　

361
た
の
し
み 

（
楽
ひ
） 

＝
大
前
親
現
㝡
／
兼
近　

365
作
り 

（
つ
く
る
） 

＝
山

氏
名
／
○　

365
師
匠
の 

（
師
匠
及
）　

366
為
に
造
る
（
為
に
さ
へ
こ
れ
を
つ
く
る
）　

368
此
世 

（
此
身
）　

370
誰
を 

（
誰
を
か
） 

＝
大
西
／
○　

370
愛
し 

（
宿
し
）　

370
誰
を
居
ん 

（
誰
を
か
す
へ
む
）　

373
す
な
ほ
な
る
を
は 

（
直
ほ
な
る
と
を
は
）　

373
管
絃 

（
糸
竹
）　

376
憐
む 

（
あ
は
れ
ふ
） 

＝
大
山
親
現

㝡
龍
習
／
兼
近　

379
た
ゆ
か
ら
す
も 

（
た
ゆ
か
ら
す
し
も
）　

380
あ
れ
と 

（
あ
ら
ね
と
）　

381
歩
み 

（
み
つ
か
ら
あ
ゆ
む
）　

381
歩
み 

（
あ
ゆ
む
）　

383

此 

（
二
の
）　

385
心
に 

（
こ
ゝ
ろ
又
）　

385
し
れ
は 
（
し
れ
ら
は
） 

＝
親
㝡
氏
名
習
／
○　

386
休
め 

（
や
す
め
つ
） 

＝
山
親
現
㝡
氏
名
習
／
○　

386
つ

か
ふ
と
て
も 

（
つ
か
ふ
つ
か
ふ
と
て
も
）　

387
過
さ
る 
（
過
さ
す
）　

387
も
の
う
し
と
て 

（
物
う
し
と
て
も
）　

389
う
こ
く 

（
動
は
）　

393
野 

（
野
辺
）　

397
あ
ま
ね
く
す 

（
あ
ま
く
す
） 

＝
龍
／
○　

397
事
を 

（
事
）　

399
我
身 

（
唯
我
身
） 

＝
前
／
○　

400
す
て 

（
遁
れ
）　

402
身
を 

（
身
を
は
）　

403
な
そ
ら

へ
て 

（
な
す
ら
へ
て
）　

406
心
ひ
と
つ 

（
た
ゝ
心
一
つ
）　

407
も
し
心 
（
こ
ゝ
ろ
も
し
）　

407
よ
し
な
し 

（
由
な
く
） 

＝
山
習
／
○　

407
よ
し
な
し 

（
由

な
く
宮
殿
望
み
な
し
）　

409
都
を 

（
み
や
こ
に
）　

412
あ
は
れ
む 

（
あ
は
れ
ふ
） 

＝
大
山
親
現
㝡
習
／
兼
近　

412
か
く 

（
此
）　

413
あ
り
さ
ま
と 

（
分
野

を
）　

414
あ
か
す 

（
あ
か
す
う
ほ
に
あ
ら
さ
れ
は
其
心
を
し
ら
す
）　

419
い
つ
れ 
（
何
） 

＝
㝡
氏
名
／
○　

419
わ
た 

（
わ
さ
）　

421
庵
も 

（
庵
を
）　

422

愛
す
る
を 

（
愛
す
る
も
）　

422
閑
斎 

（
閑
寂
）　

430
け
か
せ
る 

（
け
か
せ
り
）　

431
行
に
も 

（
行
に
た
に
も
） 

＝
習
／
○　

433
妄
念 

（
妄
心
）　

435
鳧
鐘 

（
不
請
）　

436
両
三
返 

（
両
三
返
を
） 

＝
大
龍
習
／
○　

436
元
暦 

（
建
暦
）　

437
弥
生 

（
弥
生
の
） 

＝
習
／
○　

437
晦
日
の 

〈
晦
日
） 

＝
前
山
西
親
現
㝡
龍

／
○　

440
見
ぬ 

（
み
る
）
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【
影
印
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
（
柳
亭
種
彦
自
筆
校
合
本
）
２
オ
・
21
オ

2 オ
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【
筆
跡
対
照
】
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
・
『
草
短
歌
』
・
『
吉
原
買
も
の
調
』

　

・
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
の
朱
筆
書
込
と
、
『
草
短
歌
』
の
柳
亭
種
彦
自
筆
書
込
あ
る
い
は
『
吉
原
買
も
の
調
』
付
載
柳
亭
種
彦
自
筆
標
注
（
「
柳
翁
標
注
」
）

と
の
間
に
共
通
し
て
存
在
し
、
特
徴
的
な
面
が
あ
る
か
と
見
ら
れ
た
文
字
を
、
い
く
ら
か
適
宜
拾
い
出
し
た
。

　

・
『
草
短
歌
』
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
『
吉
原
買
も
の
調
』
は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
十
一
巻
『
遊
女
評
判
記
集
』
（
八
木
書

店
、
昭
48
）
に
、
各
々
拠
る
。

　

・
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
の
文
字
を
各
列
の
右
側
、
『
草
短
歌
』
『
吉
原
買
も
の
調
』
の
文
字
を
同
左
側
に
配
し
た
。

　

・
各
文
字
の
所
在
は
、
元
禄
頃
写
『
方
丈
記
』
の
場
合
は
「
（
1
オ
）
」
、
『
草
短
歌
』
の
場
合
は
「
〈
1
オ
〉
」
、
『
吉
原
買
も
の
調
』
の
場
合
は
「
〔
1
オ
〕
」
、
な

ど
と
示
し
た
。
「
前
遊
」
「
後
遊
」
は
、
前
遊
紙
・
後
遊
紙
。

     

（
18
ウ
） 

（
21
オ
） 

 
 

 
 

（
2
オ
） 

（
7
オ
）

     

〈
前
遊
〉 

〈
3
オ
〉 

〈
22
オ
〉 

〔
2
オ
〕 

〔
3
オ
〕 

〔
4
オ
〕 

〈
18
オ
〉 

〔
1
オ
〕 

〔
2
オ
〕 

〔
3
ウ
〕
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（
14
ウ
） 

（
14
ウ
） 

（
15
ウ
） 

（
19
ウ
） 

（
22
オ
） 

 

（
16
オ
） 

（
16
ウ
） 

（
23
ウ
）

   

〈
前
遊
〉 

〈
4
ウ
〉 
〈
20
ウ
〉 

〔
1
オ
〕 

〔
5
オ
〕 

〔
5
オ
〕 

〈
後
遊
〉 

〔
2
オ
〕 

〔
5
ウ
〕 

〔
6
ウ
〕

       

（
14
ウ
） 

（
16
オ
） 

 

（
12
ウ
） 

（
21
オ
） 

 
 

（
11
ウ
） 

（
11
ウ
）

       

〈
5
オ
〉 

〔
6
オ
〕 

〔
6
オ
〕 

〈
前
遊
〉 

〔
3
ウ
〕 

〔
4
オ
〕 

〔
6
オ
〕 

〔
2
ウ
〕 

〔
2
ウ
〕 

〔
3
ウ
〕

     

（
11
ウ
） 

 
 

（
21
オ
） 

 
 

（
12
ウ
） 

 
 

（
11
オ
）

     

〈
前
遊
〉 

〈
６
オ
〉 

〈
７
ウ
〉 

〈
9
オ
〉 

〔
１
オ
〕 

〔
３
オ
〕 

〈
前
遊
〉 
〈
20
ウ
〉 

〈
21
ウ
〉 

〔
５
オ
〕


